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本県には、これまでに発見された約4000ヵ所の遺跡とともに、豊かな

自然が残されています。私達はこれらの文化的な遺産を保護すると共に、

郷土秋田の歴史と伝統を理解しながら、創造性豊かな文化活動を展開し、

継承する責務があります。

このたび、一般国道285号の道路改築事業が計画され、施工路線が小袋

岱遺跡を通過することになりました。当委員会では、原因者である秋田

県土木部と協議を重ねた結果ミ埋蔵文化財保護のひとつとして、一般国

道285号の道路改築事業に先だって、 IJ¥袋岱遺跡の発掘調査を実施しも調

査の記録を作成することといたしました。

は、平成8年度に実施した小長岱遺跡発掘調査の成果をまと

めたものであります。

小袋岱遺跡は、縄文時代の中期~後期の集落跡であることが判明し、

一軒の竪穴住居から石錘28個がまとまって見つかりましたので、縄文人

が近くを流れる小阿仁川で、漁をするときに使ったものと思われます。ま

た縄文土器に入っていたアスフアルトの成分分析の結果、二ツ井町が原

産地と推定されました。

このように縄文時代に生きた人々の生活や交易の一端を明らかにする

ことができました。

本書が今後の埋蔵文化財保護のため、また郷土の歴史資料として、広

く活用されることを願うものであります。

最後になりましたが、発掘調査並びに報告書の刊行にあたり、御援助、

御協力いただきました秋田県土木部北秋田土木事務所、上小阿仁村教育

委員会をはじめ、関係各位に対し、厚くお礼申し上げます。

平成11年 3月

秋田県教育委員会

教育長小野寺 清
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第 1節調査に至る経過

一般国道285号(以下、国道285号という)は、南秋田郡飯田)i [田Iの国道 7号との交点を起点とし、井川町@

五城田町・上小阿仁村・合川町・森吉町・鷹巣町・比内町を経由し、大館市の国道103号に接続する 9市町村

を結ぶ道路であり、国道ア号とともに県中央と県北部を結ぶ地域経済および産業発展にとって重要な路線で

ある。この国道285号が通過する上小阿仁村の南沢~大林地区は、山地から平地への急11度地にあり、急カーブ・

急勾配が続く箇所が多く早急な改善が求められていた。

国道285号国道道路改築事業の計画路線内に周知されている埋蔵文化財宝蔵地があることから、秋田県土木

に対し遺跡の照会をした。県教育委員会はこれを受けて、平成 7年度に遺跡分布調査、

った。この結果、小袋岱遺跡の範囲内を計画路線が通過することが明らかとなった。

この遺跡の保存について県土木部と県教育委員会が協議した結果、記録作成の措置をとることで合意し、

8年 5月 713から11月22日まで小袋岱遺跡の発掘調査を実施した。

部は秋田

第2節調査 要項

遺跡名称 小袋岱遺跡(こぶくろたいいせき)

跡略号 2KBT 

所 在 地 秋田県北秋田郡上小阿仁村大林宇菊桜岱27外

調査期間 平成8年 5月 713.----11月22日

調査面積 6，500J:I1 

調査主体者 秋田県教育委員会

調査機関 秋田県埋蔵文化財センタ一所長吉田清耕(現県生涯学習センタ一次長)

調査担当者 本田嘉之調査課学芸主事(現県立湯沢北高等学校教諭)

谷地薫調査課学芸主事(現県教育庁文化課学芸主事)

磯村 亨 調 査 課 学 芸 主 事

熊谷誠調査課非常勤職員

村上義直調査課非常勤職員(現調査課文化財主事)

総務担当者 藤肥良清総務課主査(現県教育庁福利課課長補佐)

佐藤幸嗣総務課主事

須田輝樹総務課主事(現県立図書館総務課主事)

調査協力機関 秋田県土木部北秋田土木事務所

上小阿仁村教育委員会
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第 1節遺跡の位置と立地

小袋岱遺跡のある上小阿仁村は、北秋田郡西南部に位置し、四方が標高600"'-'1，OOOmの連山に図まれ、

北に細長く伸びた広大な山間村である。当村の最南端は秋田 s 河辺 e 北秋田 3郡が境を接する太平111(1，171 

m) であり、ここに源を発する小阿仁川は、旭又沢や多くの沢を集め、さらに萩形沢を合わせて流下し、餌

刺岱付近から谷底平野が広がり、蛇行しながら北流し羽根山付近で阿仁川!と合流する。小阿仁川!の流路延長

は約49kmで、ある。

この;J、阿仁川に沿って小耕地が開け、全部で24の集落が点在するが、農用地などの可耕地は村の総面積の

3 %にすぎず、 94%が山林原野であり、そのうちのは%が国有林地帯で占められている。村の北部中央を国

道285号(五城目街道)が貫通し、県中央と県北部をつなぐ動脈である。

地形分類によれば、小袋岱遺跡の大部分は大森山丘陵地(起伏量200~1， OOOm)の不動羅丘陵地に属する

砂礁段丘Wに分類されてし王る。

は、 82------83.9mほぼ平坦で、ある。小阿仁川との比高差は約12mで、ある。

小袋岱遺跡の表層地層は、第四紀吏新世における低位段丘堆積物属に属し、基本的に砂・磯を主とした段

に鳥越軽石質火山灰層が載っているものである。

遺跡の経緯度は、北緯40
0

01'30ぺ東経140
0

16'35"である。

参考文献 秋田県農政部農地整備課『大野台開発計画地域土地分類基本調査米内沢j1978年(昭和53)

第2節歴史的環境

小袋岱遺跡では、縄文時代の中期中葉から後期初頭の出土遺物とともに竪穴住居などの多くの遺構を検出

ることができた。

小阿仁川流域(上小阿仁村・合川町)では縄文時代の23遺跡があり、これらの中で時期が特定されている

遺跡は、前期.1遺跡(林台遺跡)、中期・ 5遺跡(李岱八幡岱遺跡・李岱遺跡・林岱遺跡・不動羅遺跡・小

袋岱遺跡)、後期・ 4遺跡(上ノ山遺跡・行屋岱遺跡・アメフリ台遺跡・小袋岱遺跡)、晩期・ 4遺跡

谷岱遺跡・昆布岱遺跡。摩当沢遺跡・杉花遺跡;)などが知られている。上小阿仁村不動羅遺跡では、縄文中

期前葉の大形竪穴住居がよく知られているところである。

上小阿仁町の東側に隣接する森吉町桂の沢遺跡は、縄文前期中葉から中期末までの集落が営まれた阿仁川

流域の拠点的集落のーっと雷われている。米代川中流域における縄文中期中葉以降継続して営まれる集落に

は、二ツ井町烏野遺跡、森吉町狐岱遺跡、阿仁町上岱 I遺跡などがある。烏野遺跡は米代川の河岸段丘上に

あり、桂の沢遺跡・狐岱遺跡・上岱 I遺跡は、米代川の支流が形成した河岸段丘上に立地している。

縄文中期後葉に特徴的な炉として複式炉がある。土器埋設部、石囲い部、掘り込み部を複数組み合わせた

炉であり、土器埋設部と石囲い部を組み合わせた形態は、東北地方南部から秋田県中央部までに多く分布す

る。北秋田郡周辺では、上岱 I遺跡:・桂の沢遺跡が知られ、 ;J、袋岱遺跡も加えられることになった。これら

- :3 -
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遺跡の複式炉は同じ構造をもつのものであり、米代j11流域への複式炉の伝播は河口から米代川沿いにさかの

ぼるノレートと

参考文献秋田

13-4 

13-5 

1 3 -6 

13-7 

13-8 

1 3 -9 

13-10 

1 3 -1 1 

1 3 1 2 

1 3 1 3 

19-10 

1 9 1 1 

19-13 

19-14 

19-15 

19-16 

19-1 7 

19-18 

19-19 

19-20 

1 9 2 1 

19-22 

1 9 2 3 

19-24 

1 9 2 5 

1 9 2 6 

19-27 

える内 トも きることが指摘されている。

『桂の沢遺跡発掘調査報告書J秋田 1994 (平成 6年)

小袋岱遺跡周辺

i桐木岱A i森吉町桐木岱

|楠木岱B i森吉町桐木岱

i阿仁城 i森吉町本城字寺ノ沢、 中世(館跡) ①② 

i御 i森古田了米内沢字御巌

lヤ (館跡)

(後期)

合川町道城字小堤岱 縄文(後期)、古代

|上鳥谷岱 !合川町羽根山字上鳥谷岱 |縄文(晩期)

j上ノ山 l合jll胴船11字上ノ山 |縄文(後期)

当沢 合川 間 (晩期)

伊勢の台

孫七沢館

(前期 中期)

b -
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19-28 

19-29 

1 9 3 0 

1 9 3 1 

19-32 

19-3 3 

1 9 3 4 

17-1 

1 7 2 

17-3 

17-4 

1 7 -5 

1 7 6 

17-7 

17-8 

17-9 

1 7 1 0 

1 7 1 1 

1 7 1 2 

1 7 -1 3 

参考文献

回 B 合)，I 回

鎌沢館 合)，I町鎌沢字雪国沢

アメフリ 合JI r 田沢

宇多山田 合川町鎌沢字雪田沢

松石殿 合川町川井字松石殿

赤坂 I 合)，r町上杉字赤坂

赤坂E 合川町上杉字赤坂

不動経 上小阿仁村南沢字不動羅

餌刺岱 上小阿仁村南沢字餌刺岱

南沢館 上小阿仁村南沢宇村の上

ノjiJ三玉勺、イμベミi 上小阿仁村大林字小袋岱

新館 上小阿仁村沖田苗字水無

野中 上小阿仁村沖田面宇野中

ウトヒ と小阿仁村沖田面字友倉

岱 上小阿仁村福館字上岱65外

上の台 上小阿仁村小沢田字上の岱105外

林台 上小阿仁村小沢田宇林台

七倉城 上小阿仁村小沢田字独活平

杉花 上小阿仁村杉花宇谷地82外

① 秋田県教育委員会『秋田県の中世城館j 1981 (昭和56年)

② 沼館愛三 f出羽諸城の研究j 1980 (昭和55年)

③ 合川町『合川町史j 1966 (昭和41年)

④ 秋田県『秋田県史考古編j 1960 (昭和35年)

縄文

中世(館跡) ①③ 

縄文

縄文(前期後期) (窓)

縄文(前期) (古)

縄文(中期)

縄文(中期)

中世(館跡) ① 

縄文

中世 (官官跡)

古代中世(館跡) (1) 

中世(館跡)

中世(舘跡)

縄文 性)

縄文

縄文

中世(館跡)

縄文(晩期)

⑤磯村朝次郎『秋田県における中世宝箆印塔の型式と分布J秋田県立博物館研究報告第11号 秋田県立博

物館 1986 (昭和61年)

秋田県教育委員会 f遺跡詳細分布調査報告書j 1990 (平成2

⑦ 上小阿仁村教育委員会「上小阿仁村不動羅遺跡概報J 1971 (昭和46年)

「上小阿仁村不動羅遺跡概報J r考古学ジャーナノレj63号 1971 (昭和46年)
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3章発掘謡査C鞭要

第 1節遺跡の概観

南秋田郡厳田川町と大館市を結ぶ国道285号は、上小阿仁村の段丘上にある林野庁上小阿仁貯木場付近から

北上すると左側に大きく迂回すると同時に急勾配の坂道を下り、低地に降りてから右側 しながら北上

することになる。このように国道285号が西側に大きく迂回するようになるのは、国道の東側を北流する小阿

仁川に沿っているからである。このため本事業は、西側に迂回している国道を直線で結ぶとともに緩い勾配

にすることを目的にしたもので、上小阿仁村南沢字餌刺岱を起点にして、小阿仁川に架かる小田瀬大橋を渡

り、不動羅丘陵地の西端を横切り、さらに大林橋を渡って、上小阿仁村大林宇上村下タを終点とする延長1，880m

ある。

小袋岱遺跡は、小田瀬大橋から大林橋との間にあり、不動経丘陵地西端の上位段丘面に位置している。

跡の標高は82"-'83.9mと緩やかな起伏をもっ段丘上にある。遺跡の規模は、北東一南西約140m、北西一南東

約60m、面積は約8，400niであるから、今回の調査によって推定される総遺跡面積の約70%を調査したことに

なる。発掘調査前の遺跡は、畑地、雑木林であった。

第 2節調査 の方法(第 3図、第4図)

調査はグリッド法で、行った(第 3図)。遺跡の発掘調査対象地域内にグリッドを設定するため、まず、原思

した路線中心杭No.l72(X軸3052.561、Y軸-47442.632)を原点 (MA50)とし、

系の座標北を基線とした南北方向に南北基準線Y軸を設定した。座標北と磁北との偏角はN8
0

37!Wである。

この基準娘と して原点 をとおる線を東西基準線X軸としこれらx.y同軸に 4mx4m方一形

のメッシュを割り付けた。 原点をMA50とし、東西方向には、 X軸上を西に 4m進む毎にMB. MC  .1¥1 

D. . .と正)1買に、東に 4m進む苦手に LT'LS.LR.. .と逆)1債に各々 A~Tまでの 2 文字のアルファ

ベットの組み合わせを付した。南北方向には、 Y軸を北に 4m進む毎に51. 52 . 53・. .と増加し、南に 4

m進む毎に49・48. 47・・・と減少する 2桁のアラピア数字を付した。各グリッドの呼称は、南東隅をとお

るX軸と Y軸の組み合わせで、1¥1A50・MB51・rvlC52・・・のように呼ぶことにした。

ごとに略号を、検出願に通し番号を付した。原則として半裁また のべ

ノレトを残して、 2または4分割法による精査を行った。

遺物はグリッド単位に取り上げ、出土した層位、グリッド名または遺構名、年月日を記入した耐水性荷札

を添付した。なお、遺構によって埋め土で一括して取り上げたり、微妙なチップ片や炭化物等が確認された

場合は、埋め土を儲にかけ選別するために土壌の採取を行った。これらの試料を根拠にして、炭化材の放射

性炭素年代測定・樹種同定、黒曜石の原産地分析、アスフアルトの成分分析、残存した脂肪の分析を行った。

平面図及び断面図は、原則として1/20、細部状況を表すために適宜1/10の図を作成し、それぞれにレベノレ

を記入した。作図に当たっては、グリッド杭を利用した簡易遣り方測量によった。断面図には土色・堅さ・

しまり・土性・混入物などを注記している。必要に応じてエレベーション図も作成

7 -
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水準成果表

点名 標 1罰

L P60 82.529 

L P55 82.627 

しP50 82.668 

MA45 83.385 

MA40 82.682 

MA35 81.472 

MC-3 72.366 

凡例

l.方11畏は 4mX4mo 

2.太い実線の範闘が、調査対象

の範囲である。

01OOm  

第 3圏 グリッド配置図



第 3節調査の経過

写真撮影は、遺跡や遺構・遺物を対-象とする地上撮影を行った。写真はモノクロ・カラーリバーサノレ(ス

ライド用)ーカラープリントの 3種類があり、各々35mm半uを用いた。

土器・土製品及び石器類は、基本的に1/1で実測図を作成し、報告書に掲載するにあたって適宜縮尺して示

しである。

図面記録類は、現場で実測したものを第 1原図とし、これを基に平面図と断面図を組み合わせた図を第 2

原図とした。

調査区は、 A区口上位段丘面調査区〔上位段丘面調査区 (A1区)と斜面調査区 (A2区)]、 B区=中位

段丘面調査区、 C区=下位調査区と大きく 4調査区(地点)に分けられた。(第4図)

調査時の検出遺構は、以下の分類にもとづき略記号を付した。

竪穴住居 (SI )、土坑 (SK)、土器埋設遺構 (SR)、配石遺構 (SQ)、焼土遺構 (SN)、焼土・土器

埋設遺構 (SNR)、焼土。配石遺構 (SNQ)、溝状遺構 (SD)。各遺構は、正式には iS I009竪穴住居J

のように呼称することとするが、適宜 iS I009Jのように略記号で表記した。

第 3節調査の経過(第4図)

発掘調査は平成8年5月7日から11月15日までの予定で開始したが、結果として 1週間延長し、 11月22日

終了した。

平成8年 5月 7日より現場の調査開始。発掘調査作業員に勤務条件、作業上の注意事項などを記載した資

料を配付し、安全作業など口頭で説明した後、実際の作業に入った。午後に、 トラックが到着し、諸機材も

搬入された。秋北新聞、 ABS秋田放送の取材があった。

5月 8呂、発電機・ベノレトコンベアなどを運搬した。

5月13日、 A区の枝葉除去作業をほぼ終了した。 A 北端部の防護策を設置した。

5月14日、 A2区=斜面調査匹、 B区=中位段丘面調査区の北端から表土(第 I層)剥ぎを開始した。

5月22日、 Al区の粗掘りを開始した。

5月23日、 B[Rの粗掘り終了、精査に入った。

5月24日、 B区調査完了。調査範囲の平面図実測、レベリングなどを行った。

5月27日、 Al区上位段丘面の粗掘りが進む。

5月30日、 Al区より配石遺構、焼土遺構、土器埋設炉などを検出した 0

6月 3日、配省遺構と思われる組石を数基検出した。

6月12日、 Al区の第 I層の粗掘りを完了し、遺捧検出のため精査を開始した。

6月26日、 MC40で板状土偶が出土した。

上小阿仁村議会議員産業振興部会が現地視察した。

6月28日、榎田隆課長補佐と調査の進捗状況について協議した。

ア月 5日、基本土層ベノレトとして、 LTラインの土層観察し、写真撮影をした。

ア月 16日、県教育庁文化課武藤祐浩学芸主事と高橋忠彦第 1科長が来跡した。

8月 1目、吉田清耕所長が来跡した。

8月20日、上小阿仁村教育委員会と県北秋田土木事務所主催による「ふるさと教室」が開催され、小学生

- 9 -



会主r 円""" "丹羽吉司王寺ぜj叶て/ハ土日正illゴ
好ラ G 王手~じ 1/;出 μ/向上LVノル七 7芦之ご

1 n /:アr+寸

lo二向、 守J
η
ム

1 チキ，
L/ ;'_0 

8月22日、第日層、第皿層の掘下げが続く。

8月23日、捜田課長補佐と今後の調査につしλて、応援態勢を組むことなどについて協議した。

(28日も継続協議)

8月27日、県教育庁文化課富樫泰時課長と文化課武藤祐治学芸主事が来跡した。

8月29日、読売新聞秋田支局の春日記者、取材のため来跡した。 (9月 2F3秋田版に掲載される)

9月2日、村上義直非常勤職員が実測応援のため合流した。

9月3日、 C区コニ下位調査区の調査開始。斜面より粗掘りに入る。斜面東側は地山まで浅いが西側は深い。

水田面から連続する平坦地に厚く黒色土が堆積したためである。

9月19日、 C区で、礁と縄文土器が出土。 図ポイント、コンター用レベリング等の測量(トータノレス

テーション)を行った 0

9月25日、 C区の調査を終了した。

9月26日、 LTベノレト南北ラインの基本土層図を作成した。

10月2呂、 S1 116竪穴住居の南西側の壁出し作業中に石錘が集中して検出された。

10月15日、

10月17日、秋北新聞記者が取材のため来跡した。

10月22日、楼回課長補佐が来跡し、 11月 5日から磯村亨学芸主事が実測応援のため派遣されるという伝達

と共に来跡した c

があった。

10月23日、吉田清耕所長が来跡した。 と小阿仁村教育委員会が郷土史講座を開催し、村職員 3名、生徒12

名が参加した。県立五城目高校の栗山知士教諭と五十嵐一治学芸主事が来跡した。

10月24日、県立玉城目高校の栗山知士教諭より、電話で、小袋岱遺跡のある段丘面についてコメントをい

ただいたn

10月31日、庄内課長補佐、高橋忠彦調査第 1科長が来跡した。

11月13日、当初の調査期間の終了は11月15日であったが、 22日までの延長が認められた。

11月22日、全体写真撮影。すべての調査を終了した。

ハU
1
i
 



受章謡査の記録

第 1節

南北ライン=LTベルト、 ラインニ 47ライン としてい

る。

にあたって、日 どの記載内容を参考にしながら、下記の表記に統一し

た。

第 I 黒褐色土 10YR3/1 しまり、粘性ともに弱 8 ~10cm 

E癌 日音半島1戸1，十 10YR3/3 しまりやや強、粘性やや強 8 "'--10cm 

10YR21 しまり、粘性やや強 6.---10cm 

10YR3/4 しまり、粘性やや弱 4 "-'36cm 

A 日音褐色土(第N層)に、黒褐色土が混じる

B 暗掲色土

V 10YR4/6 N . V 

にぶい黄褐色土 10YR5/4 地山

は、第五層が無く、

層)享10~30cm

ただし、 くて、 (A) と下部 (B) に分かれる。

第 4図 と 区
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第 4章調査の記録

第 2節 検出遺構と出土遺物(第 5図~第153図、図版3-1"'-'図版40)

調査区は、 A区-上位段丘面調査区〔上位段丘面調査区 (A1区)と斜面調査区 (A2区)]、 B区=二中位

段丘面調査区、 C区z 下位調査区と大きく 4調査区(地点)に分けられた。(第4

これらのうち、 A2区 .B区・ C[玄においては、第 I層から縄文土器 e 石器・陶磁器などを発見したが、

時代を特定する遺構.と遺物を検出できなかったので、本報告では取り上げないことにした。

A区=上位段丘面調査区 (A1区)からは、縄文時代の遺物と遺構および近代の遺構が認められた。縄文

時代の遺構は、竪穴住居21、土坑27、土器埋設遺構21、配石遺構25、焼土遺構46、焼土 φ 土器埋設遺構8、

e 配石遺構2、計150遺構である。近代の遺構は、溝状遺構2だけである。したがって検出した遺構の総

計は152である。

発掘調査を担当した職員の異動により、各遺構に係る「遺構カード」の作成が行われず、個人的な野帳は

解読できないと言う状況と、限られた時間のなかでは、遺構について記述ができなかったこともやむを得な

いことである。そこで、本報告書の編集にあたり、検出した遺構、遺構内の出土遺物、および遺構検出の状

況写真を可能な限り掲載することにした。

若干の遺物について触れておく。有孔石製円盤としたものは、 SI192(第.18図5、図版37-2)から 1点と

遺構外から 1点(第158図、図版43-3)計2点出土している。いずれも凝灰岩である。また、 SI192(第48図

8、図版37-3)から岩偶(?)に似たものが出土している。

ないが、正確には不明である。

( ?)の手あるいは足と見られないことも

第 3節 遺構外の出土遺物(第154図~第158図、図版41"'-'44) 

遺構外から出土した遺物は、主要なものだけを掲載することにした。挿図と を参照されたい。

-12 -
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第 4章謂査の記録
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C 82.700m D 

SK 218 

をめ立217

B 
A B 

(lUYR3/2)明褐色ブロック:tg(1王-_-3n由lのもの)にまばらに

4 

q 
F } 

:: 2)シルト質{しまりあり 2回よりやや褐色気味。炭

'} 
c) 

;ょ

3 R 2 3)シルト質内しまりおりロ地山土30%混じる。 (Jj}1壊

4 (10YR 3) シ!~ト しまりあり。 JllillJ1:30%弘主じる，
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第 2節検出遺構と出土遺物
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第三節 倹出j章構と出土遺物
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第 4章調査の記録
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第4i幸一 調査の記録
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第 4章調査の記録
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第 2節検出遺構と出土遺物
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_A_ 82. 700m _ll_ 

1沖地

第107臨 SQ 87配石遺構と出土遺物
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第 2節検出遺構と出土遺物
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1 暗褐色 (5YR3/6)シルト質。しまり

あり。焼土。褐色土10%混じる。炭化物小
粒 1%含む。

2 褐色(10YR4/4)シノレト質。 しまりあ
り。焼土10%混じるつ
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ややあり。焼土。
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1 赤褐色 (5YR4/8) シル卜質。しまりあり。焼

土。暗褐色土が20%混じるの
2 極羽音赤褐色 (5YR2/3)シルト質。しまりありロ

1層の焼土がブロック状に20%混じる。炭化物小粒

5%含む。
3 暗褐色 (7.5YR3/3)シルト質η しまりややあり。

炭化物中粒5%含む。地山土10%混じる。
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SN180 
1 にぶい赤褐色 (5YR4/::i)しまりあり。焼土。

炭化物極小粒 1%含む。
2 暗褐色 (7.5YR3/4)シルト質。しまりあり c

焼土30%混じる。炭化物小粒 1%含む。
3 ~音褐色(lOYR 3/4)シルト賞。しまりあり。

焼土 1%含む。地山土5%混じる。

SN185 
1 赤褐色 (5YR4/8)シル
2 暗褐色 (7.5YR3/4)シル

土5%混じるロ炭化物極小粒 1

りあり α

りあり。 1

SN186 
1 ~黒褐色(10YR 3/2 

多く混じる。炭化物
園くしまる。
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SNR14 
1 黒褐シルト(10YR2/2) しまりあり。
2 t議時赤褐シルト (7.5YR2/3)しまりあり。 3留中の焼土が 5%混じる。炭化物小

粒 1%含む。
3 碕渇シルト (7.5YR3/3)しまりあり。焼土踏赤褐シルト (5YR3/3)しまり

ありが40%混じる。受熱赤変音[1分である c

4 黒褐シルト (10YR2/3)しまりややあ
5 時褐シルト(lOYR3/3) しまりありむ

も階褐~黒褐系が多く入る。
6 褐色(lOYR4/6)シル'ト質。しまりありの締砂混じる。
7 精褐色(lOYR3/4)シルト質。しまりあり口組1沙滋じる。
8 情褐色 (7.5YR3/4)シル卜質c しまりありつ炭化物小粒

じるの
9 陪褐色(lOYR3/4) 
10 褐色(lOYR4ノ'6)IV. V患の持i移!怠

1m 

第147臨 SNR 147焼土@土器埋設遺構
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SNR149 
1 褐色 (7.5YR4/6)シルト質。しまりあり。
2 暗褐色 (7.5YR3/3)シルト質。しまりあり
3 赤褐色 (5YR4/6)シルト質。しまりあり G

4 陪褐色 (7.5YR3/3)シノレト質。 しまりあり。 3
炭化物小粒5%含むc

5 n音褐色 (7.5YR3/4)シルト質。しまりあり c 炭化物中粒2%含むc わず

かに受熱赤変がみられる c

6 暗褐色(10YR3/4)シノレト質。しまりあり。炭化物中粒2
7 n音褐色 (7.5YR3/4)シ/レト質。 しまりあり c 炭化物憶小粒 1%台む。受

熱赤変する。 5層よりも濃い心
8 黒褐色 (7.5YR2/3)シノレト質。しまりあり。焼土1O'}七混じる。炭化物小

粒 2%含む。
9 ff音褐色 (7.5YR3/3)シルト質。しまりあり。褐色土 5~/~混じる。炭化物

極小粒 1%含むG

10 時褐色(lOYR3/3)シ/レト質。ややしまり
11 陪褐色(lOYR3/4)シルト質ロしまりあり c 褐色土10%混じる。炭化物

中粒 1%含むG (9層と同1箆)

12 I培褐色(10YR3/4) 
13 褐色(10YR 4/6) IV' V層の漸移層。
14 にぶい黄褐色(lOYR5/4) i也ILL
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第 5章 自然科学的分続

第 1節 小袋岱遺跡出土試料の放射性炭素年代測定

1 .試料と方法

2表測定試料と測定方法

測定法

酸洗浄 。一線法

ベンゼン合成

NO.2 SI93-04 炭化物 酸一アノレカリー酸洗浄 。一線法

ベンゼ

NO.3 SI93-05 炭化物 アルカリー酸洗浄 。一線法

ベンゼン合成

NO.4 SI93-07 炭化物 ーアルカリー酸洗浄

ベンゼン合成

NO.5 S I 9 3 o 8 炭化物 アルカリー酸洗j争 。一線法

Jくンゼン

NO.6 S I 208 炭化物 アルカリー 。一

./-~ンゼ

NO.7 S N 1 2 A 炭化物 ーアルカリー 8一線i去z 

ベンゼ

百0.8 SN12 B 炭ノ化物 アルカリー酸洗浄 。

ベンゼ (時間延長)

NO.9 SN12-C 炭化物 酸ーアルカリー 椋法

ベンゼン合成

No.10 SN12 E 炭化物 アノレカリ一目安tた浄ー

，，~、ミン -lf

No.11 SN18-A 炭化物 アノレカリー酸洗浄 。一線法

/、¥イ、

No.12 SN18 B 炭化物 酸ーアルカリー酸洗沖 。一線法

J二ンゼ

NO.13 SN18-C 炭化物 目交 アノレカリー 。一線法

ベンゼン合成

127 



第 5章 自然科学的分析

No.14 SN18-D 炭化物 アルカリ-酸洗j争 。一線法

./".、

No.15 SN18-E 炭化物 アルカリー酸洗浄 。一線法

ベンゼ、ン合成 (標準)

NO.16 SN38-12 炭化物 アノレカリ 酸洗浄 8 

ベンゼ

No.l7 SN38-37 炭化物 習会一アルカリ 。一線法

ベンゼ (標準)

No.18 SN46 炭化物 酸-アルカリー酸洗浄 戸一線法

ベンゼン合成 (標準)

No.l9 SI93-497 炭化物 臣会一アルカリ 。一線法

(クルミ) ベンゼン合成 (標準)

2.測定結果

第 3表測定結果

試料名 14C年代 o l:lC 補正1.!C年代 暦年代 測定No

B P) (弘。) (年BP) 交点(1σ) 

NO.l 1，080::t 50 -27.2 1，040 50 AD1005 97301 

(AD980，，-， 1025) 

NO.2 1，040 60 -27.3 1，000士60 AD1020 97302 

(AD1105~ 1115) 

NO.3 1，110::t70 -26.7 1，090::t 60 AD980 97033 

(AD890，，-， 1010) 

NO.4 960士70 -26.7 940::t 70 A D 1045，1105，1115 97304 

(AD1020~ 1195) 

NO.5 1，020::t 60 -26.8 990::t 60 AD1025 97305 

(AD1090~ 1150) 

NO.6 1. 220::t 60 -28.2 1，160土60 AD885 97306 

(AD800~975) 

NO.7 1，220土50 -25.5 1，210::t50 AD855 97307 

(AD775"-'885) 

No.8 1，500::t 80 -29.6 1，430土80 AD640 97038 

(AD575~670) 

-1:::;15-



第 1節 小袋岱遺跡出土試料の放射性炭素年代測定

NO.9 1，470土90 -26.8 1，450土90 AD630 97309 

(AD550"，--665) 

No.lO 1，080 70 -23.5 1.110士70 AD970 97310 

(AD880.----1005) 

No.11 1‘080 =t 50 -26.9 1‘050 =t 50 AD1000 97311 

(AD975."'-' 1020) 

No.12 1.180 60 -256 1，160 =t 60 AD885 97312 

(AD880~975) 

No.13 1，170土50 -28.8 1，110土50 AD970 97313 

(AD885'"'-.995) 

No.l4 1ラ270=t 60 ーさ12 1，230 =t60 AD790 97314 

(AD705，，-，885) 

No.15 1，210土50 -26.8 1，180土50 AD880 97315 

(AD920"'950) 

No.16 1，180 =t 60 -26.6 1も 160士60 AD885 97316 

(AD880~975) 

No.17 1，170 50 -28.8 1ラ110土50 AD970 97317 

(AD885'""-'995) 

No.l8 1フ270=t60 -27.2 1フ230=t60 AD790 97318 

(AD705~885) 

No.19 l、210=t 50 -26.8 1，180 50 AD880 97319 

(AD920~950) 

1) HC年代測定値

試料のllC C比から、単純に現在 (1950年AD)から何年前 (BP)かを計算した値。 14C半減期は5，568

年を用いた。

2) 813C測定値

試料の測定14C/12C比を補正するための炭素安定同位体比 C3C/12C)。この値は標準物質 (PD B)の同

位体比からの千分偏差 (%0) で表す。

3)補正14C年代値

813C測定値から試料の炭素の同位分別を知り、 14C/12Cの測定値に補正値を加えた上で算出した年代。

12き



:禄'， 5章 自然科学的分析

4) 

よる大気中11C濃度の変動を補正することにより、

補正には年代既知の樹木年輪のllCの詳細な測定値を使用した。この補正は10，000年BPより

用できない。暦年代の交点とは、補正IIC年代値と)替年代補正曲線との交点

C年代イ庄の偏斧の幅を補正曲線に投影した暦年代の幅を示す。したがって、

や、複数の 1σ値が表記される場合もある。
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第 2きi1 小袋岱遺跡出土の炭素材の樹種同定

2節 小袋岱遺跡出土の炭火材の樹種田定

株式会社古環境研究所

1. 

小袋岱遺跡出土の炭化材 18点で、ある。(第4表)

4表試料

NO.3 SI93-05 炭火物 No.l2 SN18-B 炭火物

NO.4 SI93-07 炭火物 No.l3 SN18-C 炭火物

NO.5 SI93-08 炭火物 No.l4 SN18-D 炭火物

NO.6 S I 208 炭火物 No.l5 SN18-E 炭火物

NO.7 SN12-]¥ 炭化物 No.16 SN38-12 炭火物

NO.8 SN12-B 炭化物 No.l7 SN38 3 7 炭火物

NO.9 SN 1 2 C 炭化物 No.18 SN46 炭化物

2.方法

木材はカミソリを用いて新鮮な基本的三断面(木材の横断面、放射断面、按線断面)を作製し、生物顕微

よって60~600倍で観察した。炭化材は割折して新鮮な基本的三断面(木材の横断面、放射断面、接線i軒

市) し、落射顕微鏡によってお~750倍で観察したの よ との対比によっ

て行つ

') 
o 

1 3 られた。以下に同定根拠となっ

a. クノレミ属 Juglans クルミ r;;I... . No. 1， No. 2， No. 5 

:大型で丸い道管が、単独あるいは 2'"'-'数個放射方向に複合してまばらに散財する三干し材である。

早材ーから晩材にかけて、道管の径は徐々に減少する。軸方向柔細胞が多少波打ちながら、短接線状に 1列に

並び、網状柔組織をつくる傾向がある。

放射断面:道管の穿孔は単穿孔である。放射組織はほとんどすべて平伏細胞からなるが、ときおり上下の

縁辺にし 1くぶん大きい方形細胞がみられる。

接線断面:放射組織は向性放射組織引で、 1~3 細胞幅である。

以 j二の形質よりクルミ属に同定される。ク 1レミ属にはオニグルミ、 ヒメクツレミがあり、 本州、[ルi

九州 る さ 15'"'-'30111、筏70~90cmで、ある。
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第 5章 自然科学的分析

b. クマシデ属 Carpinus カバノキ科・・.No.3， No.4 

小型で丸し、道管が、単独あるい

放射孔材である。

放射断面:道管の穿孔は階段穿孔板からなる多干し穿干しで、階段の数は少なく 10本位までで、 1本 1本の間

し、 とし マハ
U

隔が広い。放射組織はほとんど向性であるが、上下の縁辺部のみ、ときおり方形組織がみられることがある。

接線断面:放射組織は、ほぼ同性で 1~2 細胞幅である。

以上の形賀よりクマシデ属に同定される。クマシーデ、属は蕗;葉の高木または大型の低木で、北海道、本州、

四国、九州、iに分布する。

c. クリ Castanea crenata Sieb. et zucc. ブナ科. . . No.6， No.7 

横断面:年輪のはじめに大型の道管が、数列配列する還孔材である。娩材部では小道管が、火災状に配列

する。早材から娩材にかけて、道管の径は急激に減少する。

放射断面:道管の穿孔は単穿孔である。放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面:放射組織は単列の向性放射組織型である。

以上の形質によりクリに同定される。クリは北海道の西南部、本州、四国、九州に分布する。落葉の高木

で、通常高さ20m、径40cmぐらいであるが、大きいものは高さ30m、径 2mに達する。耐朽性強く、水湿に

よく耐え、保存性の極めて高い材で、現在では建築、家具、器具、土木、船舶、彫刻ラ薪炭、椎茸ほだ木な

ど広く用いられる。

d. コナラ属コナラ節 Quercus sect. Prinus ブナ科. . . No.8ヲ No.9

横断面:年輪のはじめに大型の道管が、 1"-'数列配列する環孔材である。晩材部で、は薄躍で、角張った小選

管が、火災状に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。 放射断面:道管の穿孔は単

穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接娘断面:放射組織は向性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織である。

以上の形質よりコナラ属コナラ節に同定される。コナラ節にはカシワ、コナラ、ナラガシワ、ミズナラが

あり、北海道、本州、四回、九州に分布する。落葉高木で、高さ 15m、径60cmぐらいに達する。材は強靭で

弾力に富み、建築材などに用いられる。

e. ブナ科 Fagaceae. . . No.10 

横断面:部分的ではあるが大型の道管と、火災状に配列する小道管が見られた。

放射断面:放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面:放射組織は単列の向性放射組織型である。

以上の形質よりブナ科の、クリ、シイ属、コナラ属コナラ節のいずれかである。なお本試料は小片で、ある

うえに、保存状態が悪く、広範囲の観察は困難であったので、ブナ科以下の同定は困難であった。

f .ケヤキ Zelkova serrata I¥1akino ニレ科. . . No.11 

横断面:年輪のはじめに大型の道管が 1，-.，__.2列配列する環孔材である。孔園部外の小道管は多数複合して

円形、接線状ないし斜線状に配列する。
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第 2封'J IJ、袋岱遺跡出土の炭素材の樹種同定

放射断面:道管の穿孔は単穿孔で、小道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射線組織はほとんどが平

伏細胞であるが、上下の縁辺部のもの でしばしば大きくふくらみ、なかに も爪J.，'告
νノメ 6iン

る。

接線断面:放射組織は異性放射組職型で、上下の紋辺部の細胞のなかに大きくふくらんでいるものがある。

幅は 1'"'-'7細胞幅である。

以上の形質よりケヤキに同定される。ケヤキは本州、四回、九州に分布する。落葉の高木で、通常高さ20~

25m、径60~70cm ぐらいであるが、大きいものは高さ 50m、径 3mに達する。材は強靭で従曲性に富み、建

築材、器具などに用いられる。

g. ヤマグワ J¥tlorus australis Poiret クワ科. . . No.12 

横断面:年輪のはじめに中~大型の丸い道管が、単独あるいは 2'"'--'3個複合して配列する環孔材である。

干し溜部外の小選管は複合して円形の小塊をなす。道管の直径は徐々に減少する。

放射断面:道管の穿孔は単穿孔で、小道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織はほとんどが平伏

細胞であるが、上下の縁辺部の 1'"'--'3細胞ぐらいは直立細胞である。

接線断面:放射組織は上下の縁辺部が直立細胞からなる異性放射組織型で、 1'"'--'6個細胞幅である。小道

管の内壁にはらせん肥厚が存在する。

以上の形質からヤマグワに同定される。ヤマグワは北海道、本州、四国、九州!に分布する。

通常高さ 10'"'-'15m、窪30'"'-'40cmに達する。材は堅硬、靭性に 建築などに用いられる。

h. サクラ属 Prunus パラ科ー. . No.13 

横断面:小型で、丸い道管が、単独あるいは 2~3 個放射方向および斜め方向に複合して散在する散孔材で

ある

放射能IT面:道管の穿孔は単穿孔で、道管の はらせん肥厚が存在する。放射組織は、平伏細胞からな

る。

接線断面:放射組織は、向性放射組織型で 1-""，-， 4細胞幅である。

以上の形質よりサクラ属に同定される。サクラ属には、ヤマザクラ、ウワミズザクラ、シウリザクラ、ウ

メ、モモなどかあり、北海道、本州、四回、九州、!に分布する。落葉の高木または低木である。

i . ヌノレデ Rhus javanica L. ウルシ科. . . No.l4 

横断面:年輪のはじめにやや小型から中型の道管が単独あるいは 2~3 個複合して配列する環孔材である。

晩材部で、小道管が多数集合して、接線方向あるいは斜線、方向に配列する。早材から晩材にむけて道管の径は

徐々に減少していく。

放射断面:道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は異性である。ノ上、道管の内援にらせん肥厚が存在する。

接線断面:放射組織は異性放射組織型で、 1'"'-'3細胞幅である。

以上の形質よりヌルデ、に同定される。ヌルデは、北海道、(渡島半島)、本州、四回、九州、沖縄に分布す
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:;(~ 5章 自然科学的分析

j ウルシ属 Rhus ウルシ科. . . No.15 

横断面:年輸のはじめ

道管が単独あるいは主に放射方向に 2"'-'3

あるいは 2~3間複合して配列する環孔材である。

して散在する。早材から晩材にむけて道管の径は徐々に減

少していく。

放射断面 、放射組織は異性である。

-放射組織は異性放射組織型で、 1~3 細胞i福くらいである。

以上の形質よりウルシ属に同定される。ウルシ属にはヤマハゼ、ウルシなどがあり、北海道

本州、四国、九州、沖縄に分布する。常縁または落葉の低木~高木、または藤本である。

k. チドリノキ Acer carpinifolium Sieb. et zucc. カエデ科. . . NO.1 6 

横断面:小型で丸い道管が、 あるいは 2"'-'数個放射方向 してまばらに散在する。散孔材である。

道管の穿孔は単穿孔である。放射組織は同性である。 はら るが

不鮮明で、あった。

放射断面:放射組織は向性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる。

以上の形質よりチドリノキに同定される。チドリノキは、本州、四国、九州に分布する。落葉の高木で、

さ15m、径60cmに達する。

1 .カエデ属 Acer カエデ科. . . No.17 

横断面:小型で丸い道管が、単独あるいは 2"'-'4個放射方向に複合して散在する散干し材である。

放射!新市:道管の穿孔は単穿孔で、内競には螺旋肥厚が存有するが不鮮明である n 放射組織は、平伏細胞

からなる同'性である。

接線断面:放射組織は、同性放射組織型で 1'"'--'6締胞幅である υ

以上の形質よりカエデ属に伺定される。カエデ属には、イタヤカエデ、ウリハダカエデ¥ハウチワカ

テツカエデ、ウリカエデ、チドリノキなどがあるが、放射組織の形質からウリカエデ、チドリノキ以外のい

ずれかである。北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉の高木または小高木で、大きいものは高さ20m、

1mトニ津する。材は耐朽性および保存性は中庸で、建築、器具、彫刻など広く用いられる。

lî1.アワブキ居~ I¥IIeliosma アワブキ科; ; ; No.l8 

単独ないしその複合部に 1"'-'2価の柔細胞をはさんで、放射方向にむかつて 2"'-'

4偲複合して散在する散孔材である。

放射断面:道管の穿干しは階段穿孔板からなる多孔穿干しで、階段の数は少なく 10本前後である。放射組織

は異性である。

接線断面:放射組織は、異性放射組織型で 1. ....___ 4細胞幅である。

以上の形質よりアワブキ属に同定される。アワ

ら高木である。

は本州、回目、九州、| る。 または常縁の

4
ぺ一
A

nz-J 

1
t
ム



れ

γ
川、

古
川文書つ参

田;告

能代修一(1993)木材.第四紀試料分析法，

木材の構造ヲ

と
り

円

d
U

4

・i

第 2節

IJ.49-100. 

東京大学出版， p.267-275 



第 5章 自然科学的分析

3節小袋岱遺跡 の黒曜石製遺物

京都大学原子炉実験所

藁科哲男

はじめに

自然科学的な手法を用いて、 を客観的に、かっ定量的に推定し、古代の交流、交易および

文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光X線分析法により研究を行なっている。当初は手近に入手できる

サヌカイトを中心に、分析方法と定量的な産地の判定法との確立を目標として研究したが、サヌカイトで一

応の成果を得た後に、同じ方法を黒曜石にも拡張し、本格的に産地推定を行なっている1.~， 3 黒曜石、サヌ

カイトなどの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられないが、不純物として含有される微量成分組成

には異同があると考えられるため、微量成分を中心に元素分析を行ない、これを産地と特定する指標とした。

蛍光X線分析法は試料を破壊せずに分析することができて、かっ、試料調整が単純、測定の操作も

ある。石器のような古代人の日用品で多数の試料を分析しなければ遺跡の正しい性格が分からないという場

合にはことさら有利な分析法である。分類の指標とする元素組成を遺物について求め、あらかじめ、各原産

地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均植、分散などと遺物のそれを対比

して産地を推定する。この際多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属される確率を求めて産地を同定する。

今回分析を行なった試料は、秋田県北秋田郡上小阿仁村字菊桜岱 27外に位置する;J、袋岱遺跡出土の縄文

時代中期~後期初頭の 18個の黒曜石製遺物について産地分析の結果が得られたので報告する。

黒曜石原石の分析

黒曜石原石の風化面を打ち欠き、新鮮面を出 L/，塊状の試料を作り、エネルギ一分散型蛍光X分析装置に

よって元素分析を行なう。主に Al.Si、I玉、 Ca、Ti、Mn、Fe、Rb、S1'、 Y、Z1'、 Nbの12元素をそれぞ

れ分析した。

塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取り、それでもって産地を特定する

指標とした。黒曜石は、 Ca/K、Ti/K、Mn/Z1'、 Fe/Z1'、 Rb/Z1'、 S1'/Z1'、 Y/Zr， Nb/Z1'の比量をそれぞれ用

いる。

黒曜石の原産地は北海道、東北、北陸、東関東、 伊豆箱根、 山陰、九州の

各地に黒曜石の原産地は分布し調査を終えた原産地を第159図に示す。これで黒曜石原産地の殆ど全てが調査

しつくされている。元素組成の上から、これら原石を分類すると第 5表~第 7表に示すように 99個の原石

群に分かれる。北海道の原産地の中の赤井川産原石は、北海道余市郡赤井川村の土木沢上流域およびこの付

近の山腹より採取できる。ここの原石には、少球果の列が何層にも重なり石器の原材として良質とはいえな

いものが多く、稀に球果の見られない、またあっても非常に少ない握り拳半分大の良質な原石が少数みられ

た。これら原石の元素組成は赤井川群にまとまる。豊泉産原石は豊浦町から産出し使用留は道南地方に広が

り、一部は青森県に伝播している。東北地方の産地について、出来島群は青森県西津軽郡木造町七里長浜の

より採取された円礁の原石で作られた群で、この出来島群と相互に似た組成の原石は、岩木!lJの西側

を流れ鯵ケ沢地区に流入する中村)I[の上流で 1点採取され、また、青森市の鶴ケ坂および西津軽郡森田村鶴

ばみ地区より採取されている。深浦群は青森県西津軽郡深浦町の海岸とか|司IHTの六角択およびこの沢筋に位
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黒曜石で作られた戸内第二群である。戸内第一群は赤井川産原石と弁別は可能であるが両産地の原石の組成

は比較的似ている。戸内産黒曜石の産出量は非常に少なく、また大きさも石鍛が作れる程度である。男鹿群

は秋田県男鹿市の男鹿半島の金ケ崎温泉のあった港岸より採取された原石で作られ、男鹿半島の脇本海岸で

採取された原石の組成は男鹿群と相互に近似していることから、この両産地の原石の起源は向じと考えられ

る。岩手県の黒曜石原産地は北上川に沿った範囲に点々と見られ、雫石群は岩手郡雫石町の小赤沢地区の磯

から採取された原石で作られ、折居群は水沢市真城の折居地区の磯層より採取された円礁で作られ、花泉

群は西磐井郡花泉町・の払田および金沢の同地底の磯層より採取された小円磯の原石で、作られた原石群である。

これら岩手県の原石群の組成は相互に似ていて、これら を元素組成で明確に区別できなく、遺物を分

析してたとえこれら岩手県下の原石群の中の一地点に同定されても、この遺物の原石産地はこれら岩手県内

の複数の原産地を考えなければならない。月山群は羽黒山から月山にかけての西麓付近に点々と分布する黒

より採取した原石で、作った群である。湯倉群は宮城県加美郡宮崎町柳瀞の湯倉真珠岩層の露頭

付近で採取された原石で作られた群である。佐渡島の黒曜石原産地は大佐渡山地の南部に位置し、所在地は

佐渡郡金井町堂林、二ツ坂地域から佐和田町との境にかかる地帯である。分析した黒曜石は林道工事のとき

した円磯状の原石で、 lcmから3cmの大きさのものが大部分で、大きな原石は長径が約 10cmのものが

確認できた。現在、林道での採取は困難で、僅かに向地域の沢で少量採取できるにすぎない。これら原石の

元素比の組成の似たもので群を作ると、佐渡第一群と佐渡第二群の二つの群にまとまる。これら佐渡第一、

一群は佐渡田有の群で他の産地の原石群と区別することができる。新発田市の板山原ノ石は牧場内に露頭があ

り、小粒の黒曜石は無数に採取され、牧場整備で土木工事で露出した露頭からは撮り拳大の原石を採取する

ことができ、上石川産地は板山産地北方約 7Klnに位置し、肉眼では板山藍原石に似た原石を産出している。

また、入広瀬村の大白川地区から採取される黒曜石は大半が親指大で肉眼的には良質であるが石器原材とし

て使用された例はない。高原山産地は栃木県塩原温泉から高原山にかけて転礁として採取され、黒色の黒i寝

中心であるが花十勝の様な全体が赤茶色の黒曜石とか黒灰色などの原石も採取できる。中信高原地域の

中で、霧ケ111全群は、長野県下諏訪町金明水、星ヶ塔、星ヶ台の地点より採取した原石でもって

作られた群で、間町観音沢の露頭の原石も、霧ケu摩群に一致する元素組成を示した。和田峠地域原産の原石

は、星ヶ塔の西方の山に位置する!日和田，1串トンネノレを中心にした数百メートルの範囲より採取され、これら

を元素組成で分類すると、和田峠第一、第二、第三、第四、第五、第六の各群に分かれる。和田峠第一、

に分類された原石は!日トンネノレ付近より北側の地点より採取され、和田峠第二群のものは、 トンネルの

南側の原石に多くみられる。和田峠第四群は男女倉側の新トンネ〆ルの入り口、また、和国

男女倉側新トンネル入り口左側で、和田峠第一、第三の両群の産地とは逆の方向である。男女倉原産地の原

まとまり組成は和田1I串第五群に似る。鷹山、星糞峠の黒曜石の中に和田峠第一群に属する物

が多数みられる。麦草!峠群は大石川の上流および麦草峠より採取された原石で作られた。これら中信高涼の

田峠、霧ケ峰、男女倉、麦草峠の各地域に区別される。伊豆箱根地方の原産地は笛

塚、畑宿、

いもの

くないであろう。

これら原石から

上多賀、柏11牢西の各地にあり、良質の石材は、畑宿、柏!時西で斑品の多いやや石質の悪

られるの笛塚産のものはピッチストーン様で、石器原材としては

は砂糠i崎、長浜、沢尻湾、患馳島の各地点から黒躍在が採取され、

まとめられる。浅間山の大窪沢の黒曜石は員殻状剥離よ

せず石器の原材料としては不適当ではあるが、 間でしばしば話題に上るため大窪沢群として遺物
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風化に対して安定で、表面に薄いァ1<fIJ層が形成されているにす

ぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であると考えられる。

分析が行える黒曜石製の石器で、水和層の影響を考慮するとすれば、軽い元素の分析ほど表面分析になるた

め、水和層の影響を受けやすいと考えられる。 Ca/K、Ti/Kの両軽元素比量を除いて産地分析を行なった場

、また除かずに産地分析を行った場合、いずれの場合にも向定される産地は同じである。他の元素比量に

ついても風化の影響を完全に否定することができないので、得られた確率の数値にはや〉不確実さを伴うが、

遺物の石材産地の判定を誤るようなことはない。今回分析した遺物の結果を第 8表に示した。石器の分析結

果から石材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明を簡単にするため

Rb/Zrの一変量だけを考えると、第 8表の試料番号48679番の遺物では Rb/訟の値は 1. 650で、

鹿群の[平均値]=t [標準偏差値]は、 1. 512=t0. 082である。遺物と原J石群の差を標準偏差値 (σ)

を基準にして考えると遺物は原石群から 1.6(J離れている。ところで男鹿原産地から 100ヶの原石を採っ

てきて分析すると、平均値から=t1. 6σ のずれより大きいものが 10ヶある。すなわち、この遺物が、男

鹿群の原石から作られていたと仮定しでも、 1. 6σ 以上離れる確率は 10%であると言える。だから、男

鹿群の平均値から 1. 6σ しか離れていないときには、この遺物が男鹿群の原石から作られたものでないと

は、到底言い切れない。ところがこの遺物を月山群に比較すると、月山群の平均値からの隔たりは、約 9σ

である。これを確率の言葉で表現すると、月山産の原石を採ってきて分析したとき、平均値から 9σ 以上離

れている確率は、十億分のーであると言える。このように十億分個に一個しかないような原石をたまたま採

敢して、この遺物が作られたとは考えられなし、から、この遺物は、月山産の原石から作られたものではない

と断定できる。これらのことを簡単にまとめて言うと、「この遺物は男鹿群に 10%、月山群に千万分の一%

の確率でそれぞれ帰属される」。各遺物について、この判断を表 1のすべての原石群について行ない、低い確

された原産地を消していくと残るのは、男鹿産地だけとなり、男鹿産地の石材が使用されていると

判定される。実際はRb，/Zrといった唯 1ヶの変量だけでなく、前述した 8ヶの変量で取り扱うの

の相関を考慮しなければならない。例えばA原産地のA群で、 Ca元素と Rb元素との間に相関があり、

Caの量を計ればRbの量は分析しなくても分かるようなときは、 A群の石材で{乍られた遺物であれば、 A

群と比較したとき、 Ca Rb量も一致するはずである。もしRb けが少しずれてい

る場合には、この試料はA群に属していないと言わなければならない。このことを数量的に導き出せるよう

にしたのが相関を考慮した多変量統計の手法であるマハラノピスの距離を求めて行なうホテリングのT

である 4ヘ産地の同定結果は 1侶の遺物に対して、黒曜石製では 99個の推定確率結果が得られている。

回産地分析を行った遺物の産地推定結果については低い確率で帰属された原産地の推定確率は紙面の都合上

記入を省略し、高い確率で同定された産地のみの結果を第 9表に記入した。原石群を作った原石試料は直径

3cm以上で、あるが、小さな遺物試料によって原若試料と向じ測定精度で元素含有量を求めるには、測定時間

を長くしなければならない。しかし多数の試料を処理するために、 1 {I回の遺物に多くの時間をかけられな

い事情があり、短時間で測定を打ち切る。また、検出された元素であっても、含有量の少ない元素では、得

られた遺物の測定値には大き

したがって、!J、さ

れ、原石群の元素組成のバラツキ を越て大きくなる。

1 斗<:-]ァ

つ 1，-乙三 V'-、 としてし¥る O. 1うも しなし
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を示す場合が比較的多くみられる。こ は、 の欄 て、マハラノピス

の距離D2の値を記した。この遺物にっし、て ~-Ì寸千三伊Î\
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値が小さい程、遺物の元素組成はその原石群の組成と似ているといえるため、推定確率は低いが、そこの原

石産地と考えてほジ間違いないと判断されたものである。分析を行なった 18個の遺物の中で分析番号48 

680、 48 682、 48696 、て ることができなかった。特

さが 1. 5111111以下の薄い試料では、I'vln / Z 工、 Fe，/Zrの比値が大きく分析され、 1 mm厚で、Fe，/Zr

比は約 15%程度大きく分析され、 1 mm以下で、は概端に大きくなるのしかし、 1mlll厚あればRb/Z1'， S 

1'/Z1'， Y/Z1'については分析誤差範屈で、産地分析結果への影響は小さく、 Mn/Z1'、Fe/Z1'の

影響で推定確率は低くなるが原産地の同定は可能と思われる Q 今回産地が特定できなかった遺物を顕微鏡で

ると程度の差はあるが表面が凸凹していて異常に風化している υ これは遺物が被熱など

に風化層が厚くなり、本来男鹿産原材であるが、新鮮な部分と異なった組成に変化したために産地が特定出

かったと推測した。しかし未発見の原石産地の組成の黒曜石が使用されたことも推測され、

にこれら不明の組成の黒曜石が産出しているも考えられるために、さらに詳細な原産地調査も必要で、ある。

産地が男鹿と向定された 11個の遺物の原材産地は男鹿半島の金ケ崎温泉のあった海岸より採取された原石

で作られ、また男鹿半島の脇本海岸で採取された原石の組成は男鹿群と相互に近似していることから、この

同地区から原石が伝播したと推測できる。また、本遺跡で使用された赤井川産黒曜有A の3個は北海道余市郡

I[村の土木沢上流域およびこの付近のIL!腹より採取できる原石で、少:l求果の列が何層にも重なる特徴の

を持つ原石が多く、この特徴を赤井川産原若の内線半Ij定によく用し、られるが、白滝、十勝など多く

石にも球果の見られ、この球果の有無だけで遺物原材の産地を決定することはできない。この赤井川

とか岩内町から日本海ルートを通り能代市付近から伝播したと推測できる。また、和田

を使用した石鎌が 1{回使用されていることから、本遺跡が交易、交流の活発な性格の遺跡であったために

遠く離れた産地の原石が伝播し原石の伝播にともなって原石産地地方の文化とか情報が本遺跡に伝えられ

たと推測しでも産地分析の結果と矛盾しない。また、試験的に非破壊で、水和層測定を試みた結果を第 9

示したが、和田 1]串産原材使用石鍛は約 4. 1 1 !L 111の水和層厚さが分析された。長野県和田村の7J守口速度6)

をJCf1し九て経過年代に換算すると 3，691年前になるが、本遺跡の気温が和田村より低ければ、水和速度は

遅くなり経過年代は更に古くなるりこの厚さは遺跡地方の縄文時代中期~後期初頭の時代を反映している。

ない黒曜石石器であっても、水不IJ層厚さを計ることにより土器編年で校正すれば遺物の時代が分

かり、また、厚さをC 1 4年代で校正すれば遺物の絶対年代が推定される。完全な非破壊分析で水和層測

定ができるため、今後データを積み重ねることにより、秋田県における水和層編年の様なことができ、時代

を推測する重要な手段になると思われる。

1 )藁科哲男・東村武信 (1975)，蛍光X線分析法によるサヌカイト石器と自然科学， 8:61-69

2)藁科哲男・東村武信・鎌木義昌 (1977)，(1978)，蛍光X線分析法によるサヌカイト

地推定 (111)0 (IV)。考古学と自然科学， 10，11 53-81 33-47) 藁科哲男・東村武

(1983)，石器原材の産地分析。考古学と自然科学， 16:59-89 

4)東村武信 (1976)，産地推定における統計的手法。考古学と自然科学‘ 9:77-90 
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5)東村武信 (1980)ヲ考古学と物理化学。学生社

6)鈴木正夫 (15§3)，

217 

の分析。
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各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値

原 産 地 分析 Ca/K Ti/K Mn/Zr Fe/Zr Rb/Zr S r /Z  r Y/Zr Nb/Zr Al/K S i /K 
原石群名 {間数 x土 σ X こと σ x士 σ x土 σ x::tσ x土 σ x::tσ x::tσ x土 σ x土 σ

北海道 名寄第一 114 0."178::t0.011 0.121::t0.005 0.035::t0.007 2.011::t0.063 0.614::t0.032 0.574士0.022 0.120::t0.017 0.024::t0.016 0.033士0.002 0."151::t0. 010 
11 第ニ 12 0.315::t0.011 0.106土0.003 0.023士0.005 l. 796::t 0.070 0.692::t 0.043 0.264 0.017 0.293::t 0.018 0.039::t 0.020 0.029土0.002 0.401::t 0.010 

白滝第一 130 0.173土0.014 0.061 0.003 0.079 0.013 2.714::t0.142 l.340::t0.059 0.283土0.019 0.341 ::t 0.030 0.073::t 0.026 0.028::t 0.002 0.374::t 0.010 
11昆加沢 23 0.139::t 0.009 0.023::t 0.001 0.099::t 0.015 2.975土0.102 l.794::t0.077 0.104::t0.010 0."170::t0.037 0.103::t0.027 0.027::t0.002 0.369土0.007
白滝第二 27 0.138::t0.004 0.021::t0.002 0.102::t0.015 3.049::t0.181 l.855::t0.088 0.097::t0.016 0."192こと0.039 0.107::t 0.019 0.027::t 0.002 0.368::t 0.006 
近文台第一 30 0.819::t 0.013 0.165::t 0.006 0.081::t 0.010 3.266::t 0 .117 0.604::t 0.031 0.941::t 0.030 0.165土0.020 0.039土0.016 0.039::t0.002 0."157::t0.008 

11 第二 107 0.517::t0.011 0.099::t0.005 0.067::t0.090 2.773::t0.097 0.812土0.037 0.818::t 0.034 0.197 ::t 0.024 0.041土0.019 0.035::t 0.002 0."142::t 0.009 
11 第三 17 0.514::t0.012 0.098::t0.005 0.066::t0.014 2.765::t0.125 0.814土0.068 0.815::t0.042 0.199::t0.039 0.078::t0.008 0.034::t0.002 0."143::t0.011 

秩父別第一 51 0.249::t0.017 0.122::t0.006 0.078::t0.011 l.61i1ごとo. 068 0.995 ::t 0 . 037 0 . 458 ::t 0 . 023 O. 235土0.02i1 0.023::t 0.021 0.022::t 0.004 0.334::t 0.013 
11 第二 25 0.506::t 0.016 0.098::t 0.005 0.070::t 0.011 2.750::t 0.099 0.805こな0.042 0.808::t 0.032 0.197::t 0.026 0.027::t 0.016 0.027::t 0.003 0.371 ::t 0.010 

滝川第一 31 0.253::t 0.018 0.122::t 0.006 0.077::t 0.009 l. 613::t 0.090 l. 017土0.045 0.459::t 0.025 0.233::t 0.029 0.038::t 0.018 0.025::t 0.003 0.370::t 0.023 
11 15 0.510::t0.015 0.098土o. 005 0 . 068 ::t 0 . 009 2 .740 ::t 0 . 072 0 . 802土0.019 0.812::t 0.019 0.192::t 0.026 0.032::t 0.023 0.030::t 0.004 0.393::t 0.031 

65 0.326::t 0.008 0.128ごと0.005 0.045::t0.008 l.813 0.062 0.824::t0.03i1 0."15i1::t0.020 0.179::t0.023 0.044::t0.020 0.030::t0.002 0."112::t0.010 
60 0.256::t 0.018 0.074::t 0.005 0.068::t 0.010 2.281::t 0.087 l. 097士0.055 0.434士o. 023 O. 334 ::t 0 . 029 0.064土0.025 0.029::t0.002 0.396::t0.013 
41 0."199::t0.020 0.124::t0.007 0.052::t0.010 2.635ごと0.181 0.802士0.061 0.707土0.044 0.199::t0.029 0.039士0.023 0.033::t 0.002 0."142::t 0.015 

11 28 0.593::t0.036 0.144::t0.012 0.056::t0.010 3.028::t0.251 0.762士0.040 O. 76L1::t 0.051 0.197::t 0.026 0.038::t 0.022 0.034::t 0.002 0."149::t 0.009 
赤井}11 50 0.254 0.029 0.070土0.004 0.086::t0.010 2.213::t0.104 0.969::t0.060 0.428::t0.021 0.249土0.02i1 0.058::t0.023 0.027::t0.002 0.371 ::t0.009 
豊 泉 75 0."173::t 0.019 0.148土0.007 0.060::t 0.015 l. 764士0.072 0."138土0.027 0.607::t 0.028 0.157::t 0.020 0.025土0.017 0.032士0.002 0."169::t 0.013 

折腰内 35 0.190::t 0.015 0.075土0.003 0.040::t 0.008 l. 575::t 0.066 l. 2Lll土0.046 0.318::t 0.014 0.141::t 0.033 0.076::t 0.021 0.024::t 0.002 0.348土0.010
出来 島 27 0.346::t 0.022 0.132 0.007 0.231ごと0.019 2.268::t 0.085 0.865::t 0.044 l.106土0.056 0.399::t0. 038 0.179::t 0.031 0.038::t 0.003 0."199::t 0.013 
深 t市 36 0.080土0.008 0.097::t 0.011 0.013::t 0.002 0.697::t 0.021 0.128::t 0.008 0.002::t 0.002 0.064士0.007 0.035::t 0.004 0.026::t 0.002 0.379土0.010
戸門第一 28 0.250土0.024 0.069::t 0.003 0.068::t 0.012 2.358士0.257 l.168::t 0.062 0.521::t 0.063 0.277::t 0.065 0.076::t 0.025 0.026土0.002 0.362::t0.015 

11 弟一 28 0.084::t0.006 0.104::t0.004 0.013土0.002 0.691::t 0.021 0.123::t 0.006 0.002士0.002 0.069::t 0.010 0.033::t 0.005 0.025::t 0.002 0.369::t 0.007 
鶴ケ坂 33 0.344::t0.017 0.132土0.007 0.232::t0.023 2.261::t0.143 0.861::t0.052 l.081::t0.060 0.390::t0.039 0.186::t0.037 0.037::t0.002 0."196 0.018 

秋田県 男 鹿 43 0.293::t 0.007 0.087::t 0.004 0.223::t 0.015 l. 637::t 0.072 l. 512 0.082 0.920::t 0.054 0.287 0.042 0.125::t 0.031 0.027::t 0.002 0.362::t 0.006 

岩手県 雫 石 25 0.636士0.033 0.187::t 0.012 0.052::t 0.007 l. 764::t 0.061 0.305土0.016 0."131::t0.021 0.209士0.016 0.045::t0.014 0.041 0.003 0.59i1::t0.014 
抗争 居 22 0.615土0.055 0.180土0.016 0.058::t 0.007 l. 751::t 0.062 0.306土0.033 0."121::t0.051 0.228士0.079 0.045::t 0.011 0.041::t 0.005 0.594::t 0.055 
花 泉 30 0.596士0.046 0.177::t 0.018 0.056::t 0.008 l. 742::t 0.072 0.314士0.019 0."120::t 0.025 0.220士0.016 O. 04i1::t 0.013 0.041::t 0.003 0.586::t 0.030 

山形県 月 111 44 0.285土0.021 0.123::t0.007 0.182::t0.016 l.906::t0.096 0.966土0.069 l.022::t0.071 0.276土0.036 0.119::t 0.033 0.033::t 0.002 0 ."1i13::t 0.014 

34 0.228::t 0.013 0.078::t 0 . 006 0.020士0.005 l.492::t0.079 0.821::t0.047 0.288土0.018 0.142::t 0.018 0.049::t 0.017 0.024::t 0.004 0.338::t 0.013 
12 0.263 0.032 0.097::t 0.018 0.020::t 0.006 l. 501::t 0.053 0.717::t 0 .106 0.326::t 0.029 0.091土0.022 0.046::t 0.015 0.026::t 0.002 0.338土0.009
45 0.312::t0.008 0.072土0.003 0.063::t 0.008 l. 900::t 0.070 0.988::t 0.050 0.758::t 0.034 0.186土0.024 0.035::t 0.024 0.018::t 0.003 0.263 ::t 0.006 
44 0.232 0.011 0.068::t 0.003 0.169::t 0.017 2. 178::t 0 .110 l. 772士0.098 0.772::t 0.046 0.374 0.047 0.154::t 0.034 0.027::t 0.002 0.359::t 0.009 

自 22 0.569::t 0.012 0.142::t 0.007 0.033土0.005 l.608::t0.049 0.261::t0.012 0.332::t0.Oll 0.150::t0.015 0.033 0.011 0.036::t0.003 0.491::t0.01L1 

宮城県 ~茄臼 ;メ居ム、 21 2.174士0.068 0.:349::t0.017 0.057::t0.005 2.5L14 0.lL19 0.116::t0.009 0.658土0.02i1 0.138::t 0.015 0.020::t 0.013 0.073土o. 003 0 . 956 ::t 0 . 040 
塩 釜 37 4.828::t 0.395 l. 630土0.104 0.178土0.0171l.362::tl.150 0.168::t0.018 l.298::t0.063 0.155::t0.016 0.037::t0.018 0.077::t0.002 0.720::t0.032 
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各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値

原 産 地 分析 C a/K Ti/K Mn/Zr Fe/Zr Rb/Zr S r /Z r Y/Zr Nb/Zr Al/K S i/K 
原石群名 個数 x土 σ x_::tσ x土 σ x_::tσ x_::tσ x_::tσ x_::tσ x_::ta 文±σ x_::tσ 

栃木県 高原山 40 0.738::t0.067 0.200::t0.010 0.044 0.007 2.016::t0.110 0.381::t0.025 0.502::t0.028 0.190::t0.017 0.023::t0.014 0.036::t0.002 0.516ごと0.012

東京都 56 0.381::t0.014 0.136土0.005 0.102::t0.011 1.729::t0.079 0.471土0.027 0.689::t 0.037 0.247士0.021 0.090::t0.026 0.036土0.003 0.504士0.012
!I 弟一 23 0.317::t0.016 0.120::t0.008 0.114土0.014 1. 833::t 0.069 0.615::t 0.039 0.656::t 0.050 0.303::t 0.034 0.107::t 0.026 0.033::t 0.002 0.471土0.009

箱根・笛塚 30 6.765::t 0.254 2.219::t 0.057 0.228::t 0.019 9.282::t 0.622 0.048土0.017 1. 757::t 0.061 0.252土0.017 0.025::t0.019 0.140::t0.008 1.5280.046 
!I 畑宿 41 2.056::t 0.064 0.669土0.019 0.076::t0.007 2.912::t0.104 0.062土0.007 0.680::t0.029 0.202::t0.011 0.011::t0.010 0.080::t0.005 1.126土0.031

鍛冶屋 31 1. 663::t 0.071 0.381::t 0.019 0.056::t 0.007 2. 139::t 0.097 0.073土0.008 0.629::t 0.025 0.154::t 0.009 0.011 ::t 0.009 0.067::t 0.005 0.904::t 0.020 

静岡県 上多賀 31 1. 329::t 0.078 0.294こと0.018 0.041::t 0.006 1. 697::t 0.068 0.087::t 0.009 0.551土0.023 0.138::t0.011 0.010::t0.009 0.059::t0.00Ll 0.856::t0.018 
柏 11串西 35 1.213土0.164 0.314::t0.028 0.031::t0.004 1.699::t0.167 0.113土0.007 0.391士0.022 0.143::t0.007 0.009::t0.009 0.047::t0.004 0.663土0.020

富山県 魚、 津 12 0.278::t0.013 0.065::t0.004 0.064::t0.008 2.084::t0.095 0.906::t0.057 0.641::t0.046 0.194::t0.014 0.102::t0.021 0.027::t0.002 0.372::t0.009 

石川県 上と 苦日 17 0.370::t0.014 0.087::t0.004 0.060土0.009 2.699::t 0 .167 0.639::t 0.028 0.534士0.023 0.172::t 0.028 0.052土0.018 0.032::t0.002 0.396::t0.017 

福井県 安 3島 21 0.407::t0.007 0.123::t0.005 0.038土0.006 1.628士0.051 0.643::t0.041 0.675::t0.030 0.113土0.020 0.061::t0.016 0.032士0.002 0.450::t0.010 
コ里山 21 0.350::t 0.018 O. 123::t 0.008 0.036士0.006 1.561::t0.081 0.608土0.031 0.798::t 0.039 0.069::t 0.020 0.062::t 0.013 0.028::t 0.002 0.381土0.008

群馬県 大窪沢 42 1. 481::t 0 .117 0.466::t 0.021 0.042::t 0.006 2.005::t 0 .135 0.182::t 0.011 O. 8Lll::t O. 04Ll 0.105士0.010 0.009::t0.008 0.033::t0.005 0.459::t0.012 

長野県 霧ケ峰 171 0.138::t 0.009 0.066::t 0.003 0.104::t 0.011 1. 339::t 0.057 1. 076土0.047 0.360::t0.023 0.275士o. 030 0.112 ::t 0 . 023 0.026土0.002 0.361土0.013 I 
手口 143 0.167::t 0.028 O. OL19::t 0.008 0.117::t 0.011 1. 346::t 0.085 1. 853::t 0 .124 0.112::t 0.056 0.409土0.048 0.139::t0.026 0.025土0.002 0.355::t0.016 

!I 17 0.146::t 0.003 0.032土0.003 0.151::t0.010 1.461::t0.039 2.449::t0.135 0.036土0.012 0.517::t0.044 0.186::t0.025 0.027土0.002 0.368::t 0.007 
!I 第三 62 0.248土0.048 0.064::t0.012 0.114::t0.011 1.520::t0.182 1.673::t0.140 0.274::t0.104 0.374::t0.048 0.122::t0.024 0.025::t0.003 0.348::t0.017 
!I 第四 37 0.144::t 0.017 0.063::t 0.004 0.094こと0.009 1. 373::t 0.085 1. 311 ::t 0.037 0.206::t 0.030 0.263::t 0.038 0.090::t 0.022 0.023::t 0.002 0.331 ::t 0.019 
!I 47 0.176::t 0.019 0.075士0.010 0.073::t0.011 1.282::t0.086 1.053::t0.196 0.275::t0.058 0.184::t0.042 0.066::t0.023 0.021::t0.002 0.306::t0.013 
!I 53 0.156::t 0.011 0.055::t 0.005 0.095::t 0.012 1. 333::t 0.064 1. 523::t 0.093 0.134::t 0.031 0.279::t 0.039 0.01O::t 0.017 0.021 ::t 0.002 0.313::t 0.012 

鷹ilJ.和田 53 0.138::t 0.004 0.042土0.002 0.123::t 0.010 1. 259::t 0.041 1. 978::t 0.067 0.045::t 0.010 0.442::t 0.039 0.142::t 0.022 0.026::t 0.002 0.360::t 0.010 
男女倉 119 0.223::t 0.026 0.102土0.010 0.059::t0.008 1. 169::t0.081 0.701::t0.109 0.409::t0.052 0.128::t0.024 0.053土0.017 0.026::t 0.002 0.354::t 0.008 
麦草 1I市 68 0.263 ::t 0.020 0.138土0.011 0.049::t0.008 1.403::t0.069 0.532::t0.048 0.764::t0.031 0.101::t0.018 0.056::t0.016 0.029::t0.002 0.401::t0.017 
双子池 84 0.246::t 0.035 0.136::t 0.010 0.054こと0.009 1.486::t0.154 0.665土0.056 0.782::t 0.071 0.116土0.023 0.037::t 0.026 0.018::t 0.004 0.291 ::t 0.008 

島根県 力日 茂 20 0.154::t 0.008 0.092土0.009 0.018::t 0.003 0.943土0.029 0.289::t0.016 0.006::t0.003 0.047::t0.010 0.144こと0.019 0.022::t 0.001 0.269::t 0.017 
津 井二 30 0.150::t0.008 0.100::t0.003 0.015::t0.002 0.919土0.033 0.305::t0.010 0.013土0.003 0.046::t 0.013 0.132::t 0.007 0.022::t 0.001 0.258::t 0.006 
久 見 31 0.142::t 0.004 0.061::t 0.002 0.020::t 0.003 0.981::t 0.048 0.398::t 0.013 0.001士0.002 0.093::t 0.015 0.229::t 0.010 0.023::t 0.002 0.317土0.006

大分県 観音 I[時 41 0.216::t 0.017 0.045::t 0.003 0.428土0.057 6.897::t 0.806 1. 829::t 0.220 1. 572::t 0 .180 0.325土0.088 0.622::t0.099 0.035::t0.002 0.418::t0.011 
荷額第一 33 0.221::t0.021 0.0450.003 0.450::t0.061 7.248::t0.668 1.917土0.194 1. 660::t0. 173 0.355::t0.057 0.669::t0.105 0.035::t0.002 0.419::t0.009 * !I 32 0.634士0.047 0.140::t 0.013 0.194::t 0.026 4. 399::t 0.322 O. 614::t 0.077 3.162士0.189 0.144::t0.031 0.240::t0.041 0.038::t0.002 0.451土0.011* !I 第三 10 1.013士0.140 0.211::t0.026 0.126::t0.016 3.491::t0.231 0.305::t0.067 4.002::t0.174 0.109::t0.021 0.137::t0.028 0.040::t0.004 0.471土0.017
*オイ崎 29 1.074::t0.110 0.224 0.024 0.122士0.012 3.460::t 0.301 0.286土0.048 4.010::t0.197 0.101::t0.022 0.133::t0.025 0.040::t0.003 0.469::t0.014 
*稲

積i頼
25 0.653::t0.066 0.141::t0.016 0.189土o.030 4.398 ::t 0 .425 0 .605土0.096 3.234::t 0.264 0.151 ::t 0.033 0.245::t 0.050 0.037::t 0.002 0.448::t 0.015 

」一一
塚 30 0.313::t0.023 0.127土0.009 0.065::t0.010 1.489::t0.124 0.600::t0.051 0.686土0.082 0.175::t0.018 0.102::t0.020 0.028土0.002 0.371::t 0.009 
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B京 産 地 分析 C a 1く Ti/K Mn  Zr Fe〆./Z r Rb Zr S r Z r Y Zr Nb../'Z r Al/K S i/K 

Jjj(石若手名 {関数 x士 σ x::ta X こと u 文士。 x士。 x土σ x:tσ x::tσ 支土 CJ 文二tσ

:腰 岳 26 0.214土0.015 0.029土0.001 ().076土0.012 2.694土0.110 1. 686::t 0.085 0..141 ::t 0.030 (). 293::t 0.039 0.257士o. 029 0 . 027 ::t 0 . 002 0 . 356 ::t 0 . 008 

椎葉川 59 0.407土0.010 0.073土0.003 0.094 0.013 2.712土0.12，4 1. 269ごと0.088 1.994土0.105 0.133::t 0.037 O.238::t 0.040 0.020::t 0.00，1 O.281::t 0.006 

長11荷県 久喜ノ辻 37 0.165土0.012 0.066::t 0.002 (). 034::t 0.003 1.197土0.0:30 0.403土0.012 0.005土0.004 0.114ゴ二0.012 O. :326::t 0.008 O.024::t 0.002 0.29，1::t 0.008 

君ケ浦 28 0.161::t0.01l 0咽 064::t 0 . 002 0.O:34::t 0.003 1 . .209::t 0.032 0 . [105土0.008 0.005::t0.004 0.119::t0.016 0.322土0.010 0.025土o. 002 0 . 294 ::t 0 . 006 

角 ) l' 29 0.138土0.010 0.037土o.002 0.056::t 0 . 007 1. 741 ::t 0.083 1. 880::t 0.076 0 .l112 ::t 0.012 0.303土0.038 0.652::t 0.036 0.026::t 0.002 0.358::t 0.010 

松浦第一 23 0.218士0.010 0.029土0.002 0.085土0.013 2.692土0.125 1. 674::t 0. 064 0.439::t 0.027 0.284::t 0.047 O.266::t 0.028 O.027::t 0.002 O. :359::t 0.012 

" 0.176::t 0.016 O.030::t 0.004 0.062::t 0.022 2. 364::t 0.389 1. 607::t O. 2L15 0.308::t 0.074 0.277土0.056 0.210::t 0.050 0.026土0.002 0.361土0.010

" 16 0.245士0.019 0.060土0.006 0.045土0.012 1. 975::t 0.240 0.878::t 0.099 0 A21 0.081 0.130土().030 O.145::t 0.023 O.026::t Cl. 002 O.358::t (). 013 

" 22 0.287::t0.019 0067::t0.004 0.044::tO.007 1.906::t0.106 0.765::t(}.074 OA84士0.034 0.115 ::t (). 023 () . 117土0.018 O.028::t 0.001 O.367::t (). 007 

{、疋内 44 0.329土0.014 ().080::tO.005 O.042::tO.007 1.804::t0.065 0.539土0.022 O.504::t 0.035 0.077土0.C)18 0.117::t0.014 ().029::tO.002 0.374::t0.009 

中町 25 0.248::tO.017 O.058::t0.008 0.057::tOー007 1.884土0.085 0.832土0.0臼2 0.403土0.026 O.112::t (). 021 0.152::t (). 017 0.026::t 0.002 0.363土0.007

!! 17 0.327::t0.030 0時 080::t0.017 0.045::t0.007 1.832=tO.074 O.653::tO.088 0.488::t0.030 0.090::t0.030 0.093::t0.023 0.027土0.002 0.358::t0.012 

古里第一 40 0.192 ::t 0.020 0 .027::t C). 003 0.080土0.016 2.699土0.215 1.780::tO.164 0.413::t0.065 0.312::t0.056 0.259::t0.040 0.027土0.002 0‘:358::t0.008 

I! 第ニ 22 0.414士0.012 O.07:3::tO.006 O.102::tO.015 2.898::t0.204 1.221士0.094 1. 951 ::t 0.124 0.133土0.047 O.261::t 0.0:34 0.0:31::t 0.002 0.383::t 0.010 

!! 19 o . 257::t 0 .035 0 . 062ごと0.009 0.054ごと0.009 1 . 9~19 土 0.131 0.812土0.113 OA36士0.052 0.101ごと0.029 0.145::t0.037 0.028::tO.002 O.364::tO.0l1 

大 崎 25 0.161土0.011 0.051士0.002 0.037土0.006 1.718 0.056 0.9L18 0.0:10 0.179::t0.018 0.191土0.026 0.137土0.019 O. 024::t 0.002 0.340::t O. ()(I(:) 

一一 一一一一一一一一」

熊本県 国 30 0.317::t (). 023 () .127土().005 0.063::t 0.007 1. 4.41 ::t 0.070 0.611 ::t 0.032 O.703::t 0.044 0.175::t 0.233 0.097 j= O. (11 7 0.023::t 0.002 0.320::t 0.007 

南 関 30 0.261::tO.016 0.214::t().007 0.034::t0.003 0.788土(1.033 0.326土0.012 0.278土0.015 0.069土0.012 0.031土0.009 0.021土o. 002 () . 24~: 土 ().008

轟 44 0.258土0.009 0.214::t0.006 ().0:33::tO.005 0.794::t0.078 0.329::t0.017 O.275::tO.01O 0.066土0.011 0.033土0.009 (). 020::t 0.00:3 0.243土().008

器ケ岳 21 O.261::t 0.012 0.211::t 0.008 (). 0:32::t 0.003 0.780::t (). 038 0.324::t (). 011 O.279::t 0.017 0.064::t 0.011 0.0:37::t 0.006 O.025::t 0.002 0.277::t 0.009 

自 浜 40 0.197土o. 020 O. 1OL1 ::t 0 . 008 0 . 025 ::t 0 . 006 1 . 405 ::t 0 . 07:3 1 .048 ::t 0 . 087 0 . :348士0.028 0.163土0.023 0.033::t 0.017 む019土0.001 0.273土0.007

宮崎県 桑ノ:木津留

H 第一群 47 0.207土0.015 0.094::t().006 O.070::t().009 1.52]士0.075 1. 080::t 0 . 048 O.418::t 0.020 O.266::t 0.034 0‘063 ::t 0 . 024 0..020土0.003 0.314::t0.011 

" 33 0.261土0.015 0.094土0.006 O.066::tO.010 1.743::tO.O% 1.242::tO.060 0.753::tO.039 0.205::t0.029 0.047土0.036 O..022::t 0.002 O.32;5::t 0.019 

42 0.262::t0.018 0.143::tO.006 O.022::tO.004 1.178土0.040 0.712ニヒ().028 0.408 0.025 0.100土0.018 0.029土0.013 0.019土0.001 0.275::t O. OOEi 

女 37 0.266::t0.021 O. 140::tO‘(106 0.019土0.003 1.170士0.064 0.705土0.027 0.405::t0.021 0.108::t0.015 O.028::t0.013 0.019::t0.001 0.275::t0.006 

牛 "11 1 .629 ::t 0 . 098 0 . 80，1 ::t 0 . 037 0 . 053土0.006 3.342::tO.215 0.188土0.013 1. 105::t 0.056 0.087::t O. ()09 0.022::t 0.009 0.036土0.002 0.391::t0.011 

木 3Ll 1. 944::t 0.054 O.912::t 0.028 0.062 0.005 3.975土0.182 0.184土0.011 1. 26(:)::t 0.049 0.093士0.010 0.021::t0.010 0.038土O.003 () . ，108土0.010

ケ 28 0.514士0.032 0.167土0.008 O.063::t 0.009 1. 524 ::t 0.079 O.619::t 0 . 038 0.719::t 0.054 0.115 ::t 0.019 0.082土0.016 0.037土o. 003 0 . 52:3 ::t 0 . OOS) 

30 O.553::t 0.032 O.137::t 0.006 (). 065::t 0.010 1小 815::tO.062 0.644::t0.028 0.55:3::tO.029 0.146::t0.021 0.066土o. 020 0 . 037 ::t 0 . 003 O. 524士0.012

J G-1 a) 127 0.755土O.Cll 0 0 . 202土0.005 O.076::t0.01l 3“759土0.111 0.993土0.036 1. :331土0.046 0.251::t0.027 0.105::tO.017 0.028土0.002 0.342土0.004

一一

;-. 各黒曜石の原産地における涼石群の元素J;ヒ第ア表

1
4
h
h
i
 

geochemical reference samples & Takeda，E.(1974). 1974 compilation of data on the 

Vo1.8， 175-192. 

σ 標準偏差値、 *ガラ

Ando，A.， Kurasawa，H.， Ohmori，T. 

and JB-1 basalt. Geochemical 

x 
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第 3節 小袋岱遺跡出土の黒曜石製遺物の原材産地分析

8表 小袋岱遺跡出土黒曜石製遺物の元素比分析結果

祈 素 上七

芳肘ゴモ Ca/ K Ti/ K I¥1n/Zr Fe/Zr Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr Nb/Zr K 五

48679 0.277 0.091 0.2L10 1.795 1.650 0.986 0.333 0.129 0.016 

48680 0.18，，-1 0.064 0.156 1.538 1.492 0.895 0.296 0.050 0.012 

側 1I 0.288 0.089 0.191 1.440 1.356 0.916 0.289 0.057 0.000 

48682 0.181 0.056 0.208 1.535 1.603 0.890 0.245 0.046 0.011 

<'18683 0.289 0.088 0.210 1.530 l.473 0.867 0.349 0.060 0.016 

48684 0.290 0.093 0.240 1.598 1.461 0.929 0.31L1 0.110 0.016 

，:18685 0.294 0.082 0.218 1.740 1.424 0.923 0.377 0.123 0.000 

48686 0.295 0.091 0.222 1.547 1.430 0.901 。‘254 0.057 0.017 

48687 0.282 0.093 0.236 1.756 1.553 1.007 0.309 0.096 0.016 

48688 0.295 0.092 0.227 1.763 1.507 0.978 0.2，-14 0.066 0.016 

48689 。電304 0.090 0.248 1. 716 1.511 0.919 0.336 0.102 0.015 

48690 0.243 0.069 0.09L1 2.031 0.929 0.408 0.273 0.042 0.015 

L18691 0.239 0.074 0.064 1.843 0.841 0.362 0.2，-18 0.046 0.016 

48692 0.153 0.048 0.137 1.265 2.035 0.055 0.403 0.106 0.017 

L18693 0.248 0.073 0.074 2.089 0.893 0.436 0.205 0.000 0.015 

48694 0.282 0.089 0.194 1.373 1.307 0.783 0.293 0.102 0.017 

48695 0.297 0.091 0.203 1.400 1.465 0.902 0.251 0.098 0.017 

48696 0.194 0.056 0.226 1.587 1.536 0.943 0.248 0.080 0.000 

JG-1 0.768 0.228 0.077 3.674 1.002 1.320 0.261 0.058 0.016 

JG-1 :標準試料~Ando ， A. ，Kurasawa，H. ，Ohn10ri，T.& Takeda，E. 1974 C0111pilation oI 

data on the GJS geochelnical reference san1ples JG-1 granodiorite and 

JB-1 basalt. Geochemical Journal， Vo1.8 175-192 (1974) 
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0.239 

0.170 

0.2，-11 

o . 16L1 

0.250 

0.230 

0.228 

0.246 

0.242 

0.243 

0.247 

0.247 

0.249 

0.242 

0.249 

0.239 

0.246 

0.162 

0.226 



、下方、

1

1

h
凡円

羽以

c
h
w
p

E
玲柏い一
-AmS出

γ

き

小袋岱遺跡出ことの黒曜石製遺物の原材産地推定結果(秋田県北秋田郡上小阿仁村大林字菊桜岱 27外)

析 原石産地(確率) 判 非破壊分析

試料番号 (遺物品名) i 時代時期 水平日層(/1111) 

，18679 1-S193-204 (チップ) (15%) 男 鹿 縄文時代中期~後期初頭 4.37 

48680 2-S1120-46の①(チップ)

.48681 3-S1120-46の②(チップ) 男鹿(4(;/~) 男 鹿 !! 

48682 4-S1120-50 (チップ) I! 

L18683 5-S1120-416の(チップ) 男鹿(7%) 男 鹿 !! 

48684 6-SI120-416の②~ì (チップ) (20%) !! !! 

48685 7 -S1120-459 (チップ) (2C;;;) ) " !! 

48686 8-SI120-515の①(チップ) !! !! 

トーー→

48687 9-SI120-515の②(チップ) (3%) !! !I 

48688 10-SI120-521の①(チップ) 男鹿(3(10) !I !I 

48689 11-S1120-521の②(チップ) (33%) 1/ !I 

ト一一

48690 12-SI123-238 (尖頭器の破損品) 赤井川 (29%) 赤井川 1/ 3.46 

L18691 13-S179-7 (スクレイノミ) 赤井川 (5(%) !I 1/ 

48692 14-SQOl-336 (石鍛) 和田 (7'16 ) 和田峠 1/ 4.11 

48693 15-LQ49-表採 赤井川 (2%) 赤井川 1/ 3勝67

L18694 16-ME45-1 の①(チップ) (4%) ブE日コ 鹿 !I 

48695 17-ME45-1 の②(チップ) 男鹿(8%) " !I 

L18696 18-lVIE45-1 の③(チッ ¥ !! 

第 9表
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第 4節 小袋岱遺跡出土のアスフアルトの成分分析

第 4節 iJ¥袋岱遺跡出土のアスフアルトの成分分析

北海道大学高等教育機能開発総合センター

正明

アスフアルトは炭化水素を とする楼雑な化学構造をもっ物質で、あるが，液体クロマトグラフィーな

どによって化合物クラスに分離することが可能である。さらに，特定の化〆合物クラスの質量(マス)スベク

トノレを測定すれば，原料アスフアルトを大まかに分類することが可能である(小笠原 1998)。この報告ではヲ

小袋岱遺跡から出土したアスフアルトを分析してラ他の遺跡から出土した資料の結果と比較した。

をとって元素分析を行った。他の J 部をにベンゼ、ンメタノーノレ混合溶媒で、抽出し，可溶分の溶

媒部分を減圧蒸留で除いて乾燥したあと， n一ヘキサンで抽出した G ヘキサン'可溶分をオイル分，不溶分をア

スフアノレテンと呼ぶ。オイルノ分に含まれている溶媒を減圧蒸留で除いたあと，高速液体クロマトグラフィー

(HPLC)にかけた。このようにしてう脂環族炭化水素などの飽和炭化水素成分(フラクションP)，1環芳香

族成分 (フラクション1¥II)， 2環芳香族成分 (フラクションD)，極性成分(フラクションPP) などに分

割したυHPLCで分取、したフラクションPのFIマススベクトルを測定

HPLC測定には，島津製作所製の高速液体クロマトグラフ装置 CLC-8A，RID-10A， SPD-10A， C-R6A) 

にZOBAX-BP-NI-I2カラム(内径 10mmヲ長さ 250mIn)を装着したものを用いた。移動層溶媒としては，

フラクションP，M， D ~こっし、てはクロマトグラフィー用 n ヘキサン(和光純薬製)を超音波脱気したも

のを用いた。フラクションPPは，フラクションP，JVr， Dなどを分離したのち，超音波脱気したクロロブオ

ノレムを移動相溶楳として用いてカラムから湾出させた。

元素分析は，北海道大学機器分析センターに依頼して行った。

FIーマススベクトノレの測定は，北海道大学農学部共同利用GC-lv1S . Nlv1R室設置の日本電子製JJ¥!IS-01SG

2 を用い し

結果と考察

を行ったところ，この資料にはベンゼ、ンーメタノーノレ不溶分が21%ラアスファルテンが25%ヲま

たオイノレ分が54%含まれていることがわかった。

を第10表に示した。 と水素で， H/C=1. 34と典型的なアスフアルトの値

を示した(ノj、笠原 1994)。

部類に属する。

第160図に，オイノレ分の各成分の割合を示した。これまでの研究によると，遺跡出土アスフアルトは，フラ

クションPに対するフラクションM，Dの割合が， 50%より少ないものと多いものの 2種類に分類できる。

このアスフアルトはその中でフラクションM，Dが多いものに分類される。

% であり，日本で産出するアスフアノレトの中では硫黄分の少ない

第161図に資料のオイノレ分のフラクション Pから得られたFI-マススベクトルを示した。111/Z=L100付近にホ

パンまたはステランなどのバイオマーカーのピークがはっきり現れてし、る。これらの化合物より

はスベクトノレは単調に減少し， m/z > 800まで長い裾をヲ|し¥ている。このようなスベクトノレの特徴は，これ

A
1
 

4

・ょ



第 5章 自然科学的分析

までに分類されている伊勢堂岱タイプラ塩ヶ森タイプヲ昭和町タイプ，苫小牧タイプのうちの伊勢堂岱田タ

イプにもっとも良く{以ている。

ト4鳴るふ

1Pi5nffil 

これまでの研究によりヲ伊勢堂岱タイプの原産地は秋田県二ツ井町の駒形温泉春秋亭付近の鉱床である可

能性がもっとも高いとされている(小笠原，印刷中)。小袋岱遺跡から発掘されたアスフアルトもこの系統に

属するものでラ現在までに得られている知見から判断するかぎり，二ツ井産のアスフアルトと推定してよいの

謝辞

本報告をまとめるにあたりヲ北海道大学大学院工学研究科修士課程の浅野克彦氏，同工学部の伊東潤氏の

協力をいただきました。ここに記して感謝いたします。

文献

小笠原正明，阿部千春，前川靖明，横山普「豊!埼N遺跡出土の天然アスフアルト塊J r考古学ジャーナノレJ

373号， 25-29頁， 1994 

小笠原正明，浅野克彦けと日本の縄文遺跡出土アスフアルトの質量スペクトル分析による産地の同定J r文化
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第 4節 小袋岱遺跡出土のアスフアルトの成分分析

第 10表 小袋岱から出土した重質油の元素組成
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第160関 ノJ¥;袋岱遺跡出土アスフアルトのオイル分の日PLC分析の結果

脂環族炭化水素などの飽和炭化水素成分(フラクションP: Fr-P) ， 1環芳香族成分 (フラクションM:

Fr-M) ， 2環芳香族成分(フラクションD: Fr-D) ，極性成分(フラクションpP : Fr-P P) 
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5節 ノ小袋岱遺跡の検出遺構に残存する脂肪の分析

帯広畜産大学生物資糠科学科 中野益男

(株)ズコーシャ総-合科学研究所 中野寛子@

動植物を構成している主要な生体成分にタンパク質、核酸、糖質(炭水化物)および脂質(脂肪・油脂)

がある。これらの生体成分は環境の変化に対して不安定で、圧力、水分などの物理的作用を受けて崩壊して

ゆくだけでなく、土の中に棲んでいる微生物による生物的作用によっても分解してゆく。これまで生体成分

を構成している有機質が完全な状態で遺存するのは、地下水位の高い低地遺跡、泥炭遺跡、貝塚などごく限

られた場所にすぎないと考えられてきた。

ドイツ にバター脂肪が存在していたこと、古代遺跡から出土した約 2千年前のトウ

モロコシ種子、約 5千年前のハーゼノレナッツ種子に残存する脂肪の脂肪酸は安定した状態に保持されている

ことがわかった。このように脂肪は微量ながら比較的安定した状態で千年ー万年という長い年月を経過しで

も変化しないで遺存することが判明した。

脂質は有機溶媒に溶けて、 7Kに溶けない成分を指している。脂質はさらに構造的な違いによっ

単純脂質および複合脂質に大別される。これらの脂質を構成している主要なクラス(種)が脂肪酸であり、

その種類、含量ともに脂質中では最も多い。その脂肪酸には炭素の鎖がまっすぐに延びた飽和型と鎖の途中

をもっ不飽和型があるの動物は炭素数の多い飽和型の脂肪酸、植物は不飽和型の脂肪酸を多く持

つというように、動植物は種ごとに回ノ有の脂肪酸を持っている。ステロールについても、動物性のものはコ

レステローノレ、植物性のものはシトステロール、微生物はエルゴステロールというように動植物に固有の特

徴がある。従って、出土遺物の脂質の種類およびそれらを構成している脂肪酸組成と現生動植物のそれとを

比較することによって、自に見える形では遺存しない原始古代の動植物を判定することが可能となる。

このような出土遺構・遺物に残存する脂肪を分析する方法を「残存脂肪分析法」という。この「残存脂肪

分析法」を用いて小袋岱遺跡から出土した土器埋設遺構および土坑の性格を解明しようとした。

1 土壌試料

秋田県北秋田郡上小阿仁村に所在する小袋岱遺跡は縄文時代中期末から後期にかけてのものと推定されて

いる。この遺跡から出土した土器埋設遺構および土坑内外の土壌試料を分析した。遺跡内での遺構配霞状況

および各遺構内外での試料採取地点を第162図 試料No.l~No. 7を土器埋設遺構 SNR49、No.8 ~No.l 1 を

SNR97、 No.1 2'""No.l 7を SR錦、 No.1 8~No.22を SNR97、 No.23'""No.31 を SRl14、 No.32'""No.41 を土坑 SK215から、

それぞれ採取した。このうち対照試料として遺構外から採取したのは、 SNR97の試料No.22、SRl14の試料No.26'"'-'

No.31、SK215の試料No.39'"'"'No.41で、ある。

2.残存脂肪の抽出

土壌試料79'""418gに3倍量のクロロホノレムーメタノール(2:1)混液を加え、超音波浴槽中で30分間処理し

残存脂肪を抽出した。処理液をj慮過後、残?査に再度クロロホノレムーメタノール混液を加え、再び、30分間超音

波処理をする。この操作をさらに 2回繰り返して残存脂肪を抽出した。得られた全抽出j容媒に 1(jo塩化パリ

ウム 4分の 1 え、クロロホノレム層と し、 のクロロ を濃縮して
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を した。 。抽出率はO.0020% ~O. 0517%、平均0.0146%であっ

0010~0. 0100%よりも

クロマトグラフィーで分析した結果、脂肪は単純脂質で構成1ものであった。残存脂肪をケイ

されていた。このうち遊離脂肪酸が最も多く、次いでグリセロールと脂肪酸の結合したトリアシルグリセロー

ル(トリグリセリド)、ステロールエステノレ、ステロールの)11真に了多く、微量の長鎖炭化水素も存在してし¥た。

3.残存脂肪の脂肪酸組成

した残存脂肪の遊離脂肪酸とトリアシルグリセロールに 5%メタノール性塩酸を加え， 125
0

C封管中で

2時間分解し、メタノール分解によって生成した脂肪酸メチルエステノレを含む間分をクロロホルムで分離し、

さらにジアゾメタンで遊離脂肪酸を完全にメチルエステル化してから、ヘキサンーエチルエーテルー酢酸(80

30:1)またはヘキサン…エーテル(85:15)を展開溶媒とするケイ酸薄層クロマトグラフィーで精製後、ガスク

ロマトグラフィーで分析し

残存脂肪の脂肪酸組成を第163図~第167凶 ら11種類の脂肪酸を検出した。このうちパ

ノレミチン酸(C16:0)、ステアリン酸(C18:0)、オレイン酸(C18:1)、リノーノLノ酸(C18:2)、アラキジン酸(C20

0)、エイコサモノエン酸(C20:口、ベヘン酸(C22:0)、エルシン酸(C22:1)、リグノセリン酸(C24:0)の9

をガスクロマトグラフィー-質量分析により同定し

試料中の脂肪酸組成パターンを見ると、大きく分けて 3つのパターンに分かれた。 1つめはパルミチン酸

とオレイン酸がほぼ同量かもしくはどちらかが少し多く含まれているもので、試料NO.l.~No.4 、 NO.6 '~No. 9、

No.12'" No.18、NO.20'"NO.22、NO.24、NO.25、NO.28、NO.33、NO.37"'No.41がこれにあたる。 2つめはオレイン酸が最

も多く、次いで、パルミチン首会が多く含まれているもので、試料NO.5、No.lO、No.l1、No.l9、NO.23、No.26、NO.27、

No.29~ NO.32、NO.34、No.36がこれにあたる。 3つめは他のすべての試料とは全く異なり、エルシン酸が最も多

く約伯祐も分布しているもので、試料NO.35のみがこれにあたる。一般に考古遺物にはパルミチン酸が多く含

まれている。これは長い年月の間にオレイン酸、リノ~ル酸といった不飽和脂肪酸の一部が分解し、パルミ

チン酸を生成するためで、主として植物遺体の土壌化に伴う濡植物から来ていると推定される。オレイン酸

の分布割合の高いものとしては、動物性脂肪と植物性脂肪の両方が考えられ、植物性脂肪は特に根、茎、種

子に多く分布するが、動物性脂肪の方が分布割合は高い。オレイン酸はまた、ヒトの骨のみを埋葬し

墓試料などにも多く含まれている。ステアリン酸は動物体脂肪や植物の根に比較的多く分布している。リノー

ノレ酸は主として植物種子・葉に多く分布するの

高等動物、特に高等動物の臓器、脳、神経組織、血液、胎盤に特徴的にみられる炭素数20以上のア

ラキジン酸、ベヘン酸、リグノセリン酸などの高級脂肪酸はそれら 3つの合計含有率が試料NO.29、No.30、NO.36、

NO.39'"'-' NO.41で、約 6'"'-'10%、試料NO.2、NO.4'"'-'No. 6、NO.9'"'-'No.13、No.15、NO.17、No.19'"'-'No.28、NO.31、NO.32、NO.34、

NO.35、NO.37、NO.38で約11'"'--'20%、試料No.1、NO.3、No.7、NO.8、No.14、No.16、No.18、NO.33で、約21'"'-'26%であっ

た。通常の遺跡出土土壌中でのアラキジン酸、ベヘン酸、 リグノセリン酸の高級飽和脂肪酸 3つ

率は約 4'"'-'10%であるから、試料No.29、NO.30、No.36、NO.39'"'-'No.41で、の高級脂肪酸含有率は通常の遺跡出土土

壌中の植物腐植土並みで、試料NO.2、NO.4'"'-'No. 6、NO.9'"'-'No.13、No.l5、No.17、No.l9'"'-'No.28、NO.31、NO.32、NO.34、

NO.35、NO.37、NO.38で、のそれは少し高く、試料No.1、NO.3、NO.7、NO.8、No.14、No.l6、No.18、NO.33でのそれは

かなり高いものであった。試料NO.35~こは高級飽和脂肪酸は少し多い程度であったが、高級不飽和脂肪酸であ

るエルシン酸は全脂肪酸のうちの約，:11%を占めるほど多く分布していた。エノレシン酸は古代のナタネ油やダ
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イコン、カラシナ等のアブラナ科植物の種子に特異的に分布している脂肪である。高級脂肪酸含有量が多い

としては、試料中に高等動物の血液、脳、神経組織、臓器等に特殊な部分が含まれている場合と、植物

の種子・葉などの植物体の表面を覆うワックスの構成分が含まれている場合とがある。高級脂肪酸が動物、

植物のどちらに由来するかは、コレステローノレの分布割合によって決めることができる。概して、動物に由

る場合はコレステローノレ含有量が多く、植物に由来する場合はコレステロール含有量が少ない。

以上、小袋岱遺跡の試料中の脂肪酸組成は、 SK215の試料NO.35を除きパノレミチン酸とオレイン酸がほぼ同量

かもしくはどちらかが少し多く含まれているもの、オレイン酸が最も多く、次いでパノレミチン酸が多いもの

であったが、これらの組成の試料が各遺構内の上層や最下層といったように向-傾向を示す地点に存在する

というようなことはなかった。しかし、 SK215の土坑外試料NO.39"-'NO.41はそれらのみでほぼ向ーの組成パター

ンを示していた。高級脂肪酸は非常に多く分布してし、る試料はなかったが、多めに分布している試料は SNR

49、SNR97、SR98では埋設土器内から採取したものに多かった。 SK215の試料NO.35は他のすべての試料とは

全く異なる脂肪酸組成パターンで、高級不飽和脂肪酸のエノレシン酸が全脂肪酸の約41%を占めるものであっ

4. 残存脂肪のステローノレ組成

残存脂肪のステローノレをヘキサンーエチルエーテールー酢酸(80:30:1) とするケイ クロマト

グラフィーで分離・精製後、ピリジンー無水酢酸(1:1)を窒素気流下で反応させてアセテート誘導体にする。

得られた誘導体をもう一度同じ展開溶媒で精製してから、ガスクロマトグラフィーにより分析した。残存脂

肪の主なステロール組成を第168図~第171図に示す。残存脂肪から15"'25種類のステロールを検出した。こ

のうちコプロスタノール、コレステローノレ、エノレゴステロール、カンベステローノレ、スチグNマステロール、

シトステロールなど 8種類のステロールをガスクロマトグラフィ一一質量分析により同定した。

のステロール組成をみると、動物由来のコレステロールはすべての試料中に約 2'"'"'6%分布してい

た。通常一般的な植物腐植土中にはコレステロールは 2"-'6%分布している。従って、コレステロール含有

の試料中で通常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並みであった。

植物由来のシトステローノレはすべての試料中に約26~58%分布してい にはシト

ステローノレは30~40%、もしくはそれ以上に分布している。従って、試料中でのシトステロ

常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並みであった。クリ、クノレミ等の堅果植物由来のカンペステロール、スチ

ク守マステロールは、すべての試料中にカンペステローノレが約 5"-'10%、スチグマステローノレが約 4"--'6%分

布していた。通常の遺跡出土土壌中にはカンベステローノレ、スチグマステローノレは 1~10%分布している。

従うて、試料中でのカンベステローノレ、スチグマステロ

植土並みであった。

中の植物腐

微生物由来のエノレゴステローノレは試料NO.35に痕跡程度、他のすべての試料中に約0.4"-'3.6%分布していた。
ラ伊

¥ーー による結果と考えられる。

哨乳動物の腸および糞便中に特異的に分布するコプロスタノーノレは、試料NO.4、NO.7、NO.8、No.10、No.l9、

NO.24、NO.25、NO.31に約 3"-'6%、他のすべての試料中に約0.4"-'2%分布していた。コプロスタノールは通

ノレの分布により

には分布していないが、 1%程度の最は検出されることがある。また、コプロスタノー

での哨乳動の存在を確認することができる他に、コプロスタノーノレが10%以上含まれ

ていると、コプロスタノーノレとコレステロールの分布比から試料中に残存している脂肪の動物種や性別、ま

1 C:;~
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た遺体の配置状況などが特定できる ある c 今回はコプロスタノールが10%以上含まれている試料はな

かったが、試料NO.4、No.7、NO.8、No.lO、No.l9、Noμ、No.25、NO.31には 8%以上含まれており、それらの試

料には晴乳動物の腸や糞便由来の脂肪が残存していた可能性もあることを示唆してし 1る。これらコプロスタ

ノー った試料は、 から採取したものが殆どであった。

一般に動物遺体の存在を示唆するコレステロールとシトステロールの分布比の指標値は土墳で0.6以上、

で0.8~23.5をとる。試*~I.'=l=' のコレステローノレとシトステロールノの分布比を表 2

からわかるように分布比はすべての試料が0.6以下で、かつ殆どの試料が0.1以下という低いものであった。

分布比がO.11 ，，-，0. 20で比較的他の試料よりは高めの試料の採取地点も、試料No.23'""'-No.25はすべて土器内で、あっ

たが、他の試料は遺構内外の両方からで、特に一定の傾向はなかっ

以上、小袋岱遺跡の試料中に含まれている各種ステローノレ類は、日甫手し動物の腸もしく FR来のコプロ

スタノーノレが SNR49の試料NO.4、NO.7、SNR97の試料NO.8、No.10、No.l9、SRl14の試料No.2il、No.25、NO.31に

やや多めで、しかもこれらの試料採取地点が遺構の下層や土器内であった伯は、すべて通常の遺跡出土土壌

中の植物腐植土並みで、あることがわかった、コレステロールとシトステロールの分布比はすべての試料が土

墳の指標値である0.6以下で、かっ殆どの試料が0.1以下という低いもので、あった。分布比が比較的他の試料

よりは高めの試料のうち試料NO.23~ No.25はすべて SR11ilの土器内試料であった。

5.脂肪酸組成の数理解析

残存脂肪の脂肪酸組成をパターンイヒし、重回帰分析により各試料開の相関係数を求め、この相

礎にしてクラスター分析を行って各試料の類似度を調べた。同時に同じ秋田県内の遺跡で、土器埋設遺構や

土坑にヒト遺体が直接埋葬されていたと判定した桂の沢遺跡、虫内田遺跡、出土土器にヒトの骨のみを埋納

したと判定した片野 I遺跡、出土土墳を土墳墓と判定した兵庫県寺田遺跡、出土土器を幼児埋葬用翠棺と判

ヒトの体脂肪、出土土壌を、再葬墓と判定した宮城県摺萩遺跡、ヒトの骨油試*~Iなど、

各種遺跡試料や現生試料との脂肪酸の類似度も比較した。予めデータベースの脂肪酸組成と試料中のそれと

でクラスター分析を行い、その中から類似度の高い試料を選び出し、再びクラスター分析によりノミターン間

距離にして表したのが第172関であるの i丞!からわかるように、小袋岱遺跡の試料NO.35を除くすべての試料は片

野 I遺跡、摺萩遺跡、ヒトの骨j由試料と共に相関行列距離約0.1以内でA群を形成し、よく類似していた。小

袋岱遺跡の試料NO.35は相関行列距離的に近い所に類似する試料がなく、単独でD群を形成した。他の対照試

料はB、C群を形成した。これらA"-'D群は各々単独でそれらの群を形成しており、相関行列距離的に五い

に近い所にはなかうた。 A群の中でみると同じ遺構試料はより近い一群を形成する傾向が認められた。

以上、小袋岱遺跡の SK215の試料NO.35を除くすべての試料中に残存する脂肪は、ヒトの骨のみを埋葬した

ことに関わる遺跡の試料やヒトの骨油試料と類似していることがわかった。試料NO.35は類似する対照試料が

なく、それを特定することはできなかった。

6.脂肪酸組成による種特異性相関

残存脂肪の脂肪酸組成から種を特定するために、中級脂肪酸(炭素数日のパノレミチン酸から炭素数日のス

テアリン酸、オレイン酸、 リノーノレ酸、 リノレン酸まで)と高級指肪酸(炭素数20のアラキジン酸以上)と

の比をX軸に、飽和脂肪酸と不飽和脂肪酸との比をY軸にとり種特異性相関を求めた。この比例配分により

1象限の原点から離れた位置に高等動物の血液、 H降、神経組織、臓器等に由来する脂肪、第 1象限から
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2象限の原点から ヒト胎盤、第 2象限の原点から 高等動物の体脂肪、骨油にIIl

する脂肪がそれぞれ分布する。第 2象限から第 3象限にかけての原点付近に植物と微生物、原点から離れた

3象限から第 4象限にかけての原点から離れた位置に梅産動物に由来する脂肪が分布す

る。

土壌試料の残存脂肪から求めた相関図を第173凶

くすべての試料は、第 2象限から第 3象根内にかけて

点から離れた位置に分布し、単独でD群を形成した。

からわかるように、小袋岱遺跡の試料No.35を除

を形成した。試料No.35は第 4象限内の原

る脂肪が植物腐植

に高等動物の体脂肪や骨泊が入り混じったものに由来することを示唆しているoD群を形成した試料No.35

にはエルシン酸が多量に分布していたために、位置的には第 4象限に分布したが、この試料に残存する脂肪

の動植物種は特定できなかっ

以上:、小袋岱遺跡の SI三215の試料No.35を除くすべての試料に残存する脂肪は、

体脂肪や骨油が入り混じったものに由来することがわかった。試料No.35に残存する脂肪は由

を特定できなかったc

る動植物種

7. 総括

小袋岱遺跡から出土した土器埋設遺構および土坑の性格を判定するために、遺構内外の土壌試料の残存脂

肪分析を行った。残存する脂肪の脂肪酸分析、ステローノレ分析、脂肪酸組成の分布に基づく数理解析の結果、

SNR49、SNR97、SR錦、 SRl14と土坑 SK215に残存する脂肪は、植物腐植土1=1二iに体脂肪や骨

油を含む高等動物の脂肪全般が入り混じった状態のものに類似していることがわかった。SK215の中盤試料No.35

だけは他のすべての試料とは全く異なる傾向を示したが、この試料中に高級不飽和脂肪酸のエノレシン酸が多

く、試料採取地点が中麗であることを考えると、試料No.35採取地点上面に後世になってアブラナ科植物が栽

培されていた可能性もあるが、明確な理由は不明である。土器埋設遺構 SNR49、SNR97、SR98の土器外や

遺構外試料が土器内試料とほぼ向一傾向を示したのは、土器内の動物遺体あるいは動物脂肪が植物腐植土中

に痕跡程度にしか残存していなかったことを示唆しているのこれに対し SRl14では土器内試料と

が、 SK215では土坑内試料と土坑外試料がごくわずかに異なる傾向を示したが、これは動物遺体あるいは動物

脂肪が、外部の影響を受けずに土器や上坑内試料中に残存していたことを示唆している。
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一→」十，_子 ， 山一九a…，一

泊 O主草存 白芸黙告4科二斗i宇行的ソフカ了布引和1-+ 

2 

3 

4 

5 

6 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 
22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

るコレステロールとシトステロー

採取地点 抽出率(見)

SR49-① 97.3 41. 4 0.0426 
11 ② 140. 7 27.0 0.0192 
I! 一③ 204.3 89.3 0.0437 
11 一(生) 157.5 81. 4 0.0517 
11 …⑤ 275.2 61. 4 0.0223 
11 ⑥ 197. 9 53.9 0.0272 
11 一⑦ 228.0 25.6 0.0112 

SR97-2 262会。 53.9 0.0206 
11 -2層の2 355.5 41. 1 0.0116 
11 3層 275. 1 42.0 0.0153 
11 -3層の2 171. 4 39.0 0.0228 

SR98 4層 315.4 17.7 0.0056 
11 5 267. 1 20.3 0.0076 
11 -5層の2 354.0 18. 1 0.0051 
11 -6層 357.0 12.7 0.0036 
11 -7層 176.4 23.2 0.0131 
11 -8層 140.8 41. 9 0.0298 

S R97/98-9層の l 261. 6 30.6 0.0117 
11 9層の2 305.3 15. 7 0.0051 
11 車層 417.9 33.5 0.0080 
11 IV層 343. 7 19.5 0.0057 
1/ 百層 325. 7 13.9 0.0043 

SR114 。ム 101. 5 19.9 O. 0020 
11 -3 78.9 20.9 0.0265 
11 -4 103.0 14.3 0.0139 
11 -5 130. 1 19.6 0.0151 
11 -6 131. 3 21. 0 0.0160 
11 -7 102. 1 17.0 0.0166 
11 -8 176.7 40.3 o. 0023 
11 -9 142.5 26.6 0.0187 
11 10 102.5 21.4 0.0209 

SK215-③ 179.1 16. 7 0.0093 
11 -④ 204.6 16.9 0.0083 
11 一⑤ 208.9 20.8 0.0100 
11 一⑥ 218. 6 45.4 0.0208 
11 -⑦ 1 208.0 17.3 0.0083 
11 一⑦-3 215.3 10.3 0.0047 
11 一⑨ 157.8 3. 7 0.0023 
11 一⑪ 1 214. 9 12.6 0.0059 
11 一⑪-3 218.5 6.6 0.0030 
11 -0] 239.8 10.9 0.0045 
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第 5蔀 'ト袋岱遺町一[_}).i実上!fi遺構;こ残存する持抗の分析

土壌試料の残存脂肪抽

諜判O. コレステロール(見) シトステロール(見) 手伝j吟占ス
ーノレ

2.95 37.85 0.08 

2 2.46 36.56 0.07 

2.00 45.83 O. 04 

4 3. 66 40. 16 0.09 

5 1. 95 54. 00 0.04 

6 2.38 45.21 0.05 

7 2. 45 42.00 0.06 

8 3.46 30.33 0.11 

9 2.81 45.50 0.06 

10 2.82 41. 02 O. 07 

11 2.97 38. 63 0.08 

12 2. 98 41. 22 0.07 

13 3.20 46.39 0.07 

14 2.20 46. 95 0.05 

15 2.41 45.38 0.05 

16 3. 10 39.01 0.08 

17 3. 93 57包 68 0.07 

18 3.09 44. 15 0.07 

19 2.10 50.47 0.04 

20 2. 35 35.40 0.07 

21 3.21 45.64 0.07 

22 2. 79 48.96 0.06 

23 5.35 28.83 O. 19 

24 2.84 20.84 O. 14 

25 3.24 24.40 O. 13 

26 2.97 33.77 0.09 

27 3.27 42‘05 。.08
28 2.64 29.02 0.09 

29 2.63 36.36 0.07 

30 2. 85 35.06 0.08 

31 3.45 31. 60 0.11 

32 2. 93 40.53 0.07 

33 5.24 32.42 O. 16 

34 3.45 29.91 O. 12 

35 5.50 46. 71 0.12 

36 2.49 42.57 0.06 

37 2.61 38. 73 O. 07 

38 2. 75 48.87 O. 06 

39 5.89 29.49 0.20 

40 4. 73 29. 78 O. 16 

41 3. 97 35.55 0.11 
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東 5亘ti 小長岱遺跡の検出遺構に残存寸る脂肪の分析
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第 G章まとめ

台地西側で大きく蛇行し、台地北側下方を削るように巡って流れる小阿仁川を眼下に望む台地上段に広が

ると推定される遺跡の先端部を、路線幅で遺跡の一部を発掘調査した結果、縄文時代中期前葉から後期前葉

にかけての集落跡であり、遺構として竪穴住居跡21軒、土坑28基、土器埋設遺構13墓、配石遺構:26基、焼土

遺構46基、焼土・土器埋設遺構16基、焼土・配石遺構2基と、近代の溝状遺構2条の154遺構を検出した。

発掘調査時に、発掘調査担当者が現地で遺構に関する詳細な記録を記入することになっている「遺構カー

FJや野帳などのメモが、整理引き継ぎ時に皆無に等しい状況では、細かな遺構の分析などできるはずもな

く、時間的な制約の中では遺構実視j図から読み取れる範囲で、検討を加えたい。

ランの明確に確認できたものと、プランの不明なものがあり一様に比較検討できないが、

穴住居跡プランの有無にかかわらず、炉の構築形態には①所謂複式炉、②土器埋設石田炉、③土器埋設炉、

られた。

された中期の竪穴住居跡は、 S193・S1 116・S1 118 . S 1 179 . S 1 19，:1の5軒であ

るが、複式炉の付設位置に①略北西側の壁際:S 193・S1 116・S1 118、略東側壁際:S 1 194、(豆)略南

東側壁際:S 1 179、の違いがある。

また、その形態、は①「コ j の字形に石を配置し、開放した方向に掘りくぼめた前庭部を付設:S 1 118、(芝)

円形に石を配置し、楕円形に掘りくぼめた前庭部を付設:S 1 179、③埋設した土器を石で囲い、馬蹄形に掘

りくぼめた前庭部を付設:S 193・S1 116・S1 194、の 3形態が認められた。③では、前庭部の底面の石

敷の有無で、さらに 2つに分類できる。

土器埋設石間炉は、 S1 173・S1 194の2基を確認でき、土器埋設炉は、 S1 120・S1 138・S1 187の3

カ所7基を確認できた。また、石田炉は、 S1 136・S1208の2基を確認できた。これらの炉構造の違いは、

まれた時期を反映しており、出土土器の観察から竪穴住居跡の変遷を辿ることができる。

焼土・ SNR49・SNR52・SNR97・SNR106・SNR122・SNR129・SNR130・

SNR132・SNR133・SNR140・SNR145 . S NR147. S NR1L19 . S NR159・SNR165・SNR175

の16基を検出したが、エド・断面図による観察では焼土・土器埋設遺構と分類された遺構は土器埋設炉である

、。

S R79・SR86・SR9，:1・SR95・SR98・SR113・SR114・SR 131 . S R 151 . S 

R163・SR169・SR 172・SR182の13基を検出した。これら焼土，土器埋設遺構と土器埋設遺構29基のう

ちSNR49・SNR97・SR98・SR114の4基の土器内部から採取した土壌中から体脂肪や骨油

動物の脂肪全般が入り混じっていたとしづ分析結果が提示されており、これらの遺構が埋葬に使用された可

能性もある。

は、出土土器の詳細な観察により判断されるべきものであり、この作業を経て初め

を明らかにすることが可能となるが、その時間的余裕もないため、今後の課題としたい。
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